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「李り玲りん華ふぁ様、お時間です。ご案内いたします」

　聞こえてきた女官の声に、玲華は伏せていたまぶたをゆっくりと上げた。ここから先はもう後戻りできない。

「……はい。よろしくお願いいたします」

　椅子から腰を上げ、豪奢ごうしゃな婚礼衣装に包まれた体をゆっくりと動かす。一歩踏み出すごとに多くの宝石で彩られた金細工の髪飾りがしゃらしゃらと澄んだ音を立てて揺れ、これから儀式に向かうのだという気持ちが改めて強まった。上質な紅色の布地に金糸の繊細な刺繍が施された衣も、恐らく特別な糸と織り方をしているのであろう、重厚感がありながらも驚くほど軽い。

（まさかもう一度婚礼衣装を着るときが来るとは思わなかったわね……。十二年前はもっと素朴なものだったけれど）

　あのときは今回のような大規模な儀式ではなく、双方の親族や友人を集めてのこぢんまりしたものだった。装束はこれほどのものではなかったが、愛する人と三拝し愛を誓ったときのきらきらとした気持ちは今も忘れることがない。

　女官に先導され長い廊下を進んでいくと、やがて女官の足がぴたりと止まった。彼女はこちらを振り向き深々と頭を下げる。

「これより先は玲華様おひとりでお進みください。――此度はご入宮、誠におめでとうございます」

「ええ……ありがとうございます」

　小さく頷き、促されるまま前方の光に向かって歩き出す。おめでとうとは言われたが――はたして本当にめでたいのだろうか。

（私のような者が妃きさきのひとりとして後宮に入るなんて、歓迎している方はそういないでしょうに）

　玲華自身、何故自分がこうして入宮の儀式に向かっているのか未だに理解しきれていない。一ヶ月前に突然届いた書簡の理由を問おうにも、一応貴族の端くれとはいえさほど高位の一族ではない玲華に書簡の差し出し主と会える機会などなく、またそこに書かれた内容も拒否できるはずがなかった。そうして両親ともども状況が掴みきれぬまま、あっという間に今日という日が来てしまったのだった。

　考えている間にも歩は進み、屋内の廊下から屋外にある儀式の場へと到達した。光の溢れる広場に足を踏み入れ、あまりの眩しさに瞬間目が眩む。最前に向かってまっすぐに敷かれた赤い布の左右には大臣や高官などたくさんの人々が集まっていて、彼らとの境界線をこの国――万華国ばんかこくの名を示すように様々な種類の花々で飾られている。ふと、その中でも一際壮麗に咲き誇る艶やかな牡丹に気付き視線を奪われた。同時に、過去のささやかな記憶が脳内によみがえる。






　――どうぞ、差し上げます。

　小さな両手に手折たおったばかりの瑞々しい牡丹の花を乗せ、どこか緊張した面もちでこちらを見上げた少年の顔を思い出す。生憎その厚意は丁重ていちょうに断ることしかできなかったけれど、少年は真摯な顔でまっすぐにこちらを見つめていた。

「……分かりました。でも、いつか……いつか機会ができたら、そのときは」

　そのときはきっと、あなたにこの花を贈ります。

　はっきりと告げた少年の声は、不思議と今でも耳に残っていた。






　懐かしい気持ちで牡丹を眺めながら、前へと進んでいく。他より一段高い場所には玲華と同じく紅色の婚礼衣装を着た長身の男性が既に立っていて、玲華の到着を待っている。冕冠べんかんに取り付けられた玉飾りの向こうに見える顔立ちは、精悍さがありながらも優しげで――そして、たしかにあの少年の面影を持っていた。

（……聡そう叡えい様）

　あの幼かった皇太子は、いまやこうして立派な皇帝となった。そして、理由は分からないが何故か玲華を自らの妃にと求めたのだ。通常ならば三名置くはずの後宮の妃をいつまでも二名のままにしておくのは何故なのだろうかという疑問は以前から国内にあり、玲華も不思議に思っていたものだが、まさかその三人目に自らが入るなどとは考えてもいなかった。

　緊張と恐察きょうさつで上手く微笑めないこちらとは対照的に、聡叡は玲華と目が合うと花のほころぶがごとく艶やかに笑った。その笑みに動揺したのはむしろ周囲の人々で、常に神色自若しんしょくじじゃくとしてあまり感情を見せることのない皇帝の、これほどに柔らかな笑みを見たのは初めてだった。しかし玲華の中の彼の印象は大人しく少し恥ずかしがり屋ながらもいつも朗らかな笑顔を見せてくれた少年であったため、周囲のざわめきの意味は分からなかった。また聡叡自身もそんな雑音を気に留める様子はなく、微笑みを浮かべたまま玲華の到着を待っていた。

　彼の立つ場所へ続く階段を上ろうとした玲華に、躊躇ためらいなく聡叡の手が差し伸べられる。前回までの妃たちの入宮の際は手どころか視線すら向けることのなかった聡叡の行動に人々からはまたもざわめきが起こったが、当然ながら玲華にはその理由も分からない。随分と大きくしっかりとした男性になった聡叡の手を借りて階段を上がり、小さな声で「ありがとうございます」と礼を告げると、聡叡は声を出さぬままますます甘く笑った。

　その後は事前に高官から説明されていたとおりの入宮の儀を済ませ、妃として後宮に入る際のもっとも重要な儀式に移る。それは今後後宮内での妃の名を決めるためのもので、新たに妃となる女性は皇帝から直々に髪飾りを賜たまわるのだ。その髪飾りは皇帝自らが宮殿内の花園で選び手折ってきた花を用いて作られる。そうして、妃となった後はその贈られた花を元にした名で呼ばれることになる。たとえば今いるふたりの妃のうち最初に入宮した姫は薔薇を賜ったため〝月季妃げっきひ〟と呼ばれているし、次に入宮した姫は向日葵を賜ったので〝葵花妃きかひ〟と呼ばれている。皇帝が髪飾りを挿しやすいよう、妃は両方の膝を床につき目を閉じてそのときを待つ。

（できればあまり目立たない花だとありがたいわね。地味で、落ち着いた色味の花だといいのだけれど）

　ただでさえ自分は様々な〝いわく持ち〟で、華々しい一族の出である他の妃たちとは違い入宮に適した人間ではない。だから後宮に入らなくてはいけないにしても、せめて目立たずひっそりと過ごしていたい。――だがそんな願いは、突如上がった先ほど以上のどよめきにかき消される。

（え……何？）

　少し不安を感じるものの、皇帝に声をかけられるまでは目を開けてもいけないし顔も上げてはならない決まりだ。周囲のざわめきが落ち着かないまま、やがて髪に何かが触れる気配がした。数秒後、顔を上げるように言われおずおずと目を開ける。先ほどのざわめきは何だったのだろうかと思いながら聡叡を見上げると、彼は愛おしげに玲華を見つめ、そこで初めて口を開いた。

「……やっぱりあなたによく似合います」

　短い言葉だったが、柔らかな低音が耳に心地いい。その言葉の意味を問うより先に、儀式の進行を取り仕切っていた大臣が声を上げる。どこか困惑の滲んだそれを聞いて、今度は玲華が目を見開く番だった。

「李玲華様の賜った花は、ぼ――牡丹。よって……今後は〝天香妃てんこうひ〟とお呼びいたします」

（牡丹……!?）

　儀式の場に響き渡った宣言に大きなざわめきが上がる。

　まさか、そんなはずはない。だって牡丹は万華国の国章にも用いられるこの国の象徴ともいうべき花で、皇家に縁のある者しか身につけてはいけない花で――だから、そんなはずはないのに。

　驚愕のあまりつい不躾な視線を向けてしまったが、聡叡は不快な顔をするどころかむしろ嬉しそうに口角を上げる。そして全く落ち着く様子のないざわめきの中、玲華の耳元に唇を寄せ柔らかく囁いた。

「言ったでしょう？　いつか機会があれば、そのときはあなたにその花を贈ります――と」

















第一章












　皇太子であった頃の聡叡と初めて出会ったのは、およそ十二年前。彼の教育係のひとりを務めていた今は亡き夫、黄こう博はく仁じんに同行して宮殿を訪れたときのことだ。

　話に聞いていたとおり、この国唯一の皇太子は齢十歳でありながらとても聡明で、万華国のみならず交流のある周辺諸国の歴史や文化、物流貿易の流れなど様々な知識情報を砂漠に水を撒くがごとく吸収していった。しかしその賢さゆえに同年代の子供とはあまり話が合わず、ならばせめてもう少し年嵩としかさの相手ではどうかと博仁へ嫁いだばかりの当時十六歳だった玲華に白羽の矢が立ったのだった。無論いくら教育係の妻とて一介の小娘が皇太子の話し相手になどそう簡単にいくはずはなかったのだが、玲華の実父が聡叡の父――当時の皇帝の教育係をかつて務めていた縁があり、話は存外とんとん拍子に進んだ。加えて玲華が父に似て頭の回転が速く出しゃばらない性格だったことも皇帝夫妻の気に召したようで、そんな話が出て二週間もしないうちに玲華は夫に伴われ聡叡の元を訪れた。

「聡叡様、今日は僕の妻も共に参りました」

「初めまして、皇太子殿下。黄博仁が妻、李玲華と申します。どうぞよろしくお願いいたします」

「初めまして、聡叡と申します。父母から話は伺っております、ご足労をおかけし申し訳ありません。こちらこそよろしくお願いいたします」

（まあ……。賢いお方だと伺っていたけれど、本当なのね）

　幼い少年が話すには随分しっかりとした言葉遣いに内心驚く。臣下であるこちらに対してこれほど丁寧に接してくれるとは、為政者の子息にありがちの傲慢な性格でもないようだ――もっとも父母である皇帝夫妻も人徳に溢れた方たちだから不思議ではないが。

　ともあれ、顔合わせは非常に和やかに進んだ。なるほど、この教養の高さでは同年代の子供などでは到底話が合わないだろう。幸い、幼い頃から父の蔵書部屋にこもり寝食を忘れて手あたり次第に書物を読み耽っていた玲華との会話は聡叡の知識欲を大いに刺激したらしい。博仁も交えた会話はとても盛り上がり、夕暮れになる頃には「是非また来てほしい」と聡叡から懇願されるほどだった。

　それからは博仁が宮殿に上がるたびに玲華も共に参るようになり、また、彼が体調を崩して上がれない際は玲華ひとりでも聡叡の元に参じるようになった。控えめに、しかしたしかに懐いてくれる聡叡はとても愛らしく、兄弟のいない玲華にとっては恐れ多いと思いながらもまるで弟のように思えた。

　そんな日々が続いたある日のこと。ここ数日博仁の体調が優れずその日も玲華ひとりで宮殿に上がった際、聡叡から案内したい場所があると言われふたりで宮殿奥の花園へ向かった。そこは色とりどりの多種多様な花が咲き誇り、桃源郷もかくやという美しさだった。思わず感嘆の息をついた玲華の手を引き、聡叡は花園の奥へと進んでいく。そうして到着したのは他の場所とは隔離された温室だった。自分などが足を踏み入れてはいけなそうなその場所に戸惑ったが、聡叡は玲華の手を取ったまま構わず扉を開けた。

「聡叡様、よろしいのですか？」

「構いません。この宮殿の中で私が入れないのは父の執務室と両親の寝室くらいですから」

（聡叡様はそうかもしれないけれど、私まで入ってしまうのはよくないのでは……）

　自分が叱責を受けるのは構わないが、聡叡まで注意されてしまっては可哀想だ。やはり自分だけでも今から出ようかと考えていると、聡叡が前方を指し示した。そこに咲いていた花を見て、思わず声を上げてしまう。

「ここは……国花の栽培場ですか！」

　ここに来るまで見てきたどの花よりもさらに格段の美しさと華やかさを持った牡丹が、何輪も花弁を大きく開いている。きっと何名もの庭師が丹誠込めて世話をしているのだろう、差し込む陽光を受けて咲く牡丹はまさしく国の象徴に相応しい艶やかさだった。

　大輪の花に見惚れる玲華に聡叡は満足そうな微笑みを見せ、うっすらと頬を染める。それからふと花に視線を向けたかと思うと、やにわにその内の一輪を慎重に手折った。

「聡叡様!?」

「大丈夫です、今は儀式で使用する予定はありませんから」

「ですが、何の用事もないのに花を手折っては……」

「用事ならあります、とても大事な用が。……この花はきっと、あなたの髪を彩るのにとても似合います。ですから――どうぞ、差し上げます」

　小さな両手に手折ったばかりの瑞々しい牡丹の花を乗せ、どこか緊張した面もちで聡叡は玲華を見上げた。薄紅色の牡丹と同じく淡く頬を染めた少年の突然の申し出に面食らいながらも、玲華は微笑み――そして緩く首を振った。

「聡叡様、ありがとうございます。ですが、それをいただくことはできません」

「何故ですか？」

「牡丹はこの万華国において、皇家に縁のある方のみが身につけることのできる花。私には分不相応でございます」

　心遣いは嬉しいが、玲華程度の身分ではその花を受け取るには不遜すぎる。感謝を伝えつつも頭を下げた玲華に、聡叡は小さな唇を可愛らしく尖らせた。こんな表情を見るとやはり彼も年相応の少年で、微笑ましい気分になる。

「でも、あなたの髪に挿せばきっととても似合うのに……」

「お気持ちはとても嬉しいですわ。けれど、もしも牡丹を髪に飾っていることが誰かに見つかれば不敬だと罰を受けてしまいます。どうかお許しくださいませ」

「……分かりました。でも、いつか……いつか機会ができたら、そのときは。そのときはきっと、あなたにこの花を贈ります」

　どれほど賢く分別があるように見えても、やはりまだ幼さがあるのだろう。彼はただこの花がとても美しいから玲華に贈りたいと思っただけで、牡丹を身につけるということがこの国でどれほど重要な意味を持っているのか、きっとまだしっかりとは理解しきれていないのだ。彼の言う〝機会〟ができることは恐らく生涯ないであろうと思いながらも、玲華はその優しさに感謝した。






　そうして夫とともに立場を超え穏やかに友情を育み続けていたが、二年後、元々体の弱かった博仁が二十五歳の若さで世を去ったことで聡叡との交流も終わった。

　博仁との結婚生活はおよそ三年間という短いものだったが、元より覚悟の上だった。父の教え子であった優しい彼に幼い頃から恋をし、妹のようにしか思われていないと分かっていても想いを告げた。そして、病を抱え恐らく長くは生きられないと分かっていた彼にそれでもいいからと懇願する形で婚姻を了承してもらった。たとえ共に老い髪に白いものが混じるまで添い遂げることができなくとも、彼を近くで看取り悼む権利を自分に与えてほしかった。博仁は玲華のそんな我儘な気持ちを理解した上で、穏やかな夫婦としての関係を与えてくれた――本当に、息を引き取る最期のその瞬間まで。

　それ以降、実家に戻った玲華は寄せられる再婚の話を全て断り、ただ亡き夫のことだけを想い喪に服していた。女性は十六、七歳で嫁ぐことが多いこの国において既に十八歳、さらに寡婦という状況では年齢を重ねるごとに条件の良い話が減っていったが、特に気にすることはなかった。幸い家には既に跡継ぎである兄とその妻がおり、両親たちも玲華の気持ちを尊重し無理強いをせずいてくれたため、その厚意に感謝しながら近隣の少女たちに刺繍や礼儀作法などを指導し粛々と日々を過ごしていた。そんな毎日の中で起こったわずかな変化といえば、二十歳の頃、十四歳になった聡叡の初めての房事ぼうじの相手役として指名されたことくらいだ。

　皇帝として、いずれ世継ぎをもうけるのは皇太子の重要な責務だ。やがて来るその日のために、閨ねやでの作法も当然学んでおかねばならぬ教養のひとつであり、聡叡も十三歳の誕生日を迎えた頃にその指導を受け始めた。そうして書物や机上での知識を得た上で一年後に実地訓練となったのだが、その相手にと求められたのは何故か玲華だった。

　本来であれば皇太子の初めての実地訓練の相手は経験豊富な女官が務めることが多い。しかし、今回のように皇太子自身が相手を指定することもごくまれだが不可能というわけではない。ただその相手が未婚だった場合、皇太子の初めての相手を務めた女性ということでそれなりの家柄を持った者以外からの見合い話は格段に減ることになり、自然と嫁入りが遠のいてしまう。そういった点からも、皇太子自身が相手を指名することはあまりなかった。また、指名された相手も断ることができる権利があった。

　当然、玲華もその依頼を受ければ今以上に再婚の条件が難しくなるが、他の者に再び嫁ごうという気持ちなど微塵もなかったため、その申し出を謹んで受けた。正直なところ何故自分のような者が指名されたのか不思議ではあったが、相手はあのよく知った聡叡であり、まったく見知らぬ人でないだけましだった。それに、皇太子の初めての相手を務めたからという大義名分さえあれば、再婚の話を断り続けていても世間にはそれなりに納得してもらえ、親族からのちくちくとした小言に両親が晒される必要もなくなる。そんな打算も胸に抱えながら一夜の相手を務めた後は、またそれまでと変わらない粛々とした日々を過ごし続けていた。――それが本格的に変化したのは八年後、ほんの一ヶ月前のこと。






「皇帝陛下が私を……後宮にとご所望なのですか？」

　父を通じ、突如宮殿から賜った書簡を前に玲華は柳眉を寄せた。黒々とした美しい筆文字で書かれた書簡には確かにそのように記載があり、周りでそれを見守る家族の顔にも困惑の色だけが滲んでいる。

「ですがお父様、私はもう二十八歳ですよ。それに既に一度は夫を持った身。後宮に入るには不向きかと」

「しかし書簡に押されたこの印章は間違いなく皇帝陛下のものだ。見なかったことにして無視するわけには――」

「まいりませんわね……さすがに」

　皇帝陛下。先日その座を退いた先代皇帝に代わり、二十二歳の若さで万華国の頂点となったのは、かつて愛らしい微笑みを浮かべていた少年――聡叡その人だ。八年前のあの一夜以降は特に文を交わすことも姿を拝見することもなかった彼から、何故急にこんな申し出が来たのかまるで理解できない。だが房事の実地訓練相手とは違い、この要請にかつてのような拒否権はない。もちろん、こちらがどうしても嫌だと言えば多少の考慮はしてくれるのかもしれないが、相手はこの国を統べる方で、その方からの求めを前に拒絶などすれば玲華だけでなく一族全てに何がしかの累が及びかねない。

（聡叡様、何故私などをお傍にお召しに……？　理由はまるで分からないけれど、とにかく言えることは――）

　自分にはこの申し出を受け入れる道しかないということだ。玲華は小さく息をつき、こくりと頷いた。






　　　　　＊






（そうしてその結果が――今）

　混乱の中の入宮儀式が終わり、与えられた私室に戻ってきた玲華は婚礼衣装から着替え、ようやく息をついた。あのざわめきの中どうやってここまで戻ってきたのか、記憶がふわふわしていてあまりよく覚えていないが、とにかくひどく気疲れしていた。ひとりきりの室内でもう一度ため息をついていると、不意に扉が控えめに叩かれ落ち着いた男の声が聞こえてくる。お入りください、と促せば屈強な見た目の中年兵が何やら大きな箱を抱えて入ってきた。だがその生真面目な顔の中の瞳は意外と柔らかく、箱を床に置いてから穏やかなまなざしで微笑み礼の姿勢を取る。

「失礼いたします。お久しぶりですね、李玲華殿」

「あなたは……もしかして、劉りゅう飛ひ燕えん様でいらっしゃいますか？　前にも聡叡様――いえ、陛下に仕えていらした」

「ええ、そうです。覚えていていただいて光栄です」

「またお会いできて嬉しいですわ。本当になんてお懐かしい」

「こちらこそ。どうぞ、これからは私のことは飛燕とお呼びください」

「えっ。ですが……」

「よいのです。あなたは既に陛下の大切な花。陛下の花をお守りするのも私の任務ですので」

「ふふ、相変わらず真面目なのですね。分かりました……それでは、よろしくお願いいたします、飛燕」

　飛燕はかつて博仁と共に聡叡の元を訪れていた頃から、常に聡叡の近衛兵として彼の傍にいた人物だ。人の良い朗らかな性格で、玲華にも温かく接してくれていた。見知らぬ人や物ばかりの宮殿で久しぶりに見知った相手に出会えると、やはりほっとする。

「それと、これから玲華殿のお世話をさせていただく女官を連れてまいりました。……ご挨拶しなさい」

　飛燕が体を引くと、彼の後ろに立っていた十五歳くらいの少女がきらきらとした瞳でこちらを見つめていた。見覚えのある可愛らしい少女に玲華は驚きの声を上げ、目を見張る。

「本日からお世話になります、春しゅん鈴りんと申します！　一生懸命お仕えしますので、どうぞよろしくお願いいたします」

「春鈴？　まあ、あなた本当にあの春鈴なの？」

　思わず駆け寄り、少女の手を取る。春鈴は実家で奉公していた女性の娘で、玲華が礼儀作法を教えた子供だった。指導により得た確かな礼儀と持ち前の利発さで宮殿勤めが決まったと以前聞いてはいたが、まさかこうしてまた再会できるとは思ってもいなかった。

「玲華お嬢様、お久しぶりです。お傍にお仕えすることができて嬉しいです」

「私もあなたに会えて嬉しいわ。元気そうでよかった」

　手を取り合って再会を喜んでいると、部屋の隅から小さく咳払いが聞こえてきた。咳払いの主は飛燕で、春鈴をちらりと見て少し難しい顔をする。

「春鈴。玲華殿は既に入宮された身、これからはその呼び方は控えるように。――ああ、しかし私の呼び方も不敬でしたな。失礼いたしました玲華様、いや――天香妃とお呼びするべきでしょうか」

「……いえ、できればその呼称ではなく、名前でお呼びいただけた方が気は楽ですわ」

　その名称を聞いた途端、思わぬ再会に喜びを感じていた心が途端に沈む。そうだ、天香国色てんこうこくしょくの異名を持つ牡丹を賜ったから天香妃――ではやはり、先ほどのあれは夢などではないのだろう。

（陛下は何故あのようなことをなさったのか……理由をきちんと伺わなければ）

　とはいえ相手は皇帝陛下、会いたいからといってそう気軽に拝謁が許される相手ではない。どうしたものかと思いながらもおずおずと飛燕に声を掛ける。

「あの……飛燕。恐れ多いとは思うのですが、どこかで一度陛下にお目通りを願えませんか。少しの間だけでもいいのです、お尋ねしたいことがあって」

　しかし、玲華の言葉に飛燕は怪訝そうに眉を寄せた。そして困惑の色を滲ませ言葉を継ぐ。

「わざわざお目通りを願わずとも、今夜すぐにお会いできるはずですよ」

「え？　何故……」

「それはもちろん、今夜はおふたりが入宮後初めて枕を交わす晩でいらっしゃいますので」

「あ……っ」

　言われてようやくそのことに思い至り、頬にかっと熱が灯るのを感じる。そうだ、体を合わせるのは八年前のあの晩に既に一度行っているとはいえ、入宮した妃として床を共にするのは今夜が初めてである。婚礼の儀式などに意識が飛んでしまってそちらのことはあまり考えていなかったが、今夜は実に八年ぶりに他人へ体を許すことになるのだ。

「……」

　短期間ではあったが一度は嫁いだ身であり、その後は聡叡の房事の相手も一度きりとはいえ務めている。今更こんなことに羞恥を感じるなど我ながら初心が過ぎると思うが、顔が熱くなるのを止められない。元来玲華は身持ちの固い真面目な女性である。体を許したのは博仁と聡叡のふたりのみで、その相手にすら抱かれたのは両手で数えられるほどしかない。

　博仁はあまり無理のできない体であったため触れ合う際もひどく穏やかな交合のみで、貪り合うような激しい行為は一度もしたことがなかった。それでも玲華はいつも充分幸福感に満たされていた。聡叡にしても、実地訓練という意味合い上ただ最後まで交合を済ませ精を放出することができるかどうかの確認だけで、身も心も落ちてしまうようなめくるめく快楽というものは玲華にはまるで無縁のものだった。だから、細身ながらも肉感のある、熟れた豊満な体つきや『未亡人』『皇太子の初めての相手』などという経験豊富そうな過去とは裏腹に、玲華の肉体はまだ未成熟な乙女のような状態のままだ。

「今夜はおふたりの褥しとねのある部屋の隣室に老齢の女官が待機いたします。翌朝はその者が玲華様のお体をお調べいたしますが、どうぞお気を悪くなさりませんよう……」

「……ええ、分かっています」

　その女官の仕事は、皇帝陛下がきちんと妃と体を重ねているか、妃の内部に精を放っているかの確認だろう。妃の役割は皇帝の子種を受け取り、その胎でしっかりと世継ぎをもうけ育てること、それができねばわざわざ入宮した意味がない。後宮において皇帝と妃が交合するということは、愛情を交換し快感を求めるためというよりはあくまで世継ぎをつくるための繁殖行為という意味合いの方が大きかった。

　そのことを考えると少しだけ寂しい気もしたが、気は楽だ。玲華のことを春鈴に任せて出ていく飛燕を見送り、小さく息をつく。残された春鈴はやけに気合の入った表情で、先ほど飛燕が置いていった箱をいそいそと開け始める。中には美しい薄絹や甘い香りの練り香、鮮やかな赤い紅などが入っていて、今夜の準備のためのものだと一目で分かった。

「陛下とお過ごしになるのは亥いの刻こく頃からとのことですから、夕食を召し上がられた後は玲華様を湯殿でぴかぴかに磨き上げますね！　お化粧は薄めに仕上げて、髪はどんな形に結い上げましょうか。閨に入られる以上、あまり飾りは付けない方がよろしいですよね。それから……」

「しゅ、春鈴？　何も今からそこまで気合いを入れなくても……。まだ夕暮れにもなっていないわよ」

「何をおっしゃっているんですか、皇帝陛下がいらっしゃるのですから気合いはどれだけ入れても入れすぎということはないです！　玲華様はもちろん普段通りでも充分お美しくていらっしゃいますけど、さらに磨きをかけて皇帝陛下を迎え入れなくては」

（そういうものかしら……）

　とはいえ、自身の仕える妃の身支度に不備があれば傍に侍る女官にも厳しい目が向けられるのは必至だろう。きびきびと動き回る春鈴を見て、改めて立派になったなとしみじみ思う。

「春鈴はすごいわね。宮殿勤めをこんなに一人前にこなして」

「そんな、私なんてまだまだです。玲華様のように入宮された方への側仕えも、本当はもっと経験豊富な古参の女官がつくのが慣例なんですが、私の場合は皇帝陛下が直々にご指名くださって」

「陛下が？」

「はい。母が李家に長年勤めていることと、私自身も玲華様と面識があることをどこかからお調べになったようです。知らぬ人ばかりの後宮では、見知った者が傍にいた方が玲華様も心強いだろうから、と」

「陛下がそのようなお心遣いを……」

　彼からの思いがけない気遣いを知り、先ほど儀式の場で見た聡叡の微笑みを思い出す。どうやらかつての優しい少年は、年齢を経てさらに思慮深く思いやりのある人物へ成長したようだ。そのことを嬉しく思う一方で、やはり分からない。そんな彼が何故自分のような者を妃として求めたのか。

（今夜お会いしたら、尋ねてみよう）

　そう心に決め、玲華は箱の中身を真剣に吟味する春鈴を見つめた。






　――そうして迎えた亥の刻直前、春鈴に隅々まで身支度を整えられた玲華は閨に向かう前の小部屋で待機をしていた。閨の準備が整い呼ばれるまで、わずかの間ひとりの時間を味わう。

　これから行われることに対して緊張が消えたわけではないが、体を交わらせてこの身に一度聡叡の精を注いでもらえば今夜の務めは終わる。その後、少し話をさせてもらえる機会を得られたら気になっている事柄を色々と尋ねてみよう。そう考えていたとき、ふと外から密やかな誰かの会話が聞こえてきた。そちらに意識を向ければ、声の主はどうやら近くを警備している兵士たちのようだ。充分に声を潜めているつもりのようだが、風に乗って彼らの会話は思ったよりもこちらに届いてきている。聞くともなしにそれに耳を傾け、その中に皇帝の名が出てきたことで思わず身構えた。

「――……にしても、新しいお妃様を迎え入れるのも久しぶりだよな。葵花妃様が入宮したのはもう二年くらい前じゃなかったか？」

「たしかそうだな。なんでも、拝見した奴の話じゃ新しいお妃様はこれまたすごい美人だそうじゃないか。今までの方たちに比べてちょっとばかり年齢がいってるようだが、熟れた魅力ってのもいいもんだよな。若いばかりの女とは違って色気が増してるし、〝あそこ〟の具合も――」

「おい、あまり下品なこと言うなよ。飛燕様にでも聞かれてみろ、不敬罪で鞭打ちだぞ」

「大丈夫、飛燕様なら今頃陛下のお傍についてるだろうよ。とはいえ、もったいないよなあ。どれだけ美人のお妃様が来ても陛下があれじゃあ……」

（あれ……？　何のことかしら）

　兵士のひとりが呟いた言葉に、もうひとりの兵士はそれ以上に声を潜めて忍び笑う。

「そうだなあ。知ってるか？　おふたりのお妃様の閨にも、陛下は月に数回程度しか通わないらしいぞ。しかも子ねの刻にはさっさとご自身の部屋にお戻りになって、朝までは枕を共にしないそうだ。これはやはり、噂のとおり陛下はあっちの調子がよろしくないんじゃないか？」

「参ったな。陛下が不能とあっちゃ、この国のお世継ぎは一体どうなるっていうんだ」

「……」

　ひそひそと含み笑う兵士たちの会話に、わずかに顔を熱くして黙り込む。すると、小部屋の扉が静かに叩かれ、慌てて顔を上げた。

「お待たせしました。閨のご準備が整いましたので、どうぞこちらへ」

「あ……はい」

　案内をしてくれるのは年嵩の女官で、春鈴はもう部屋に戻っている。閨は小部屋に近い離れに用意されているようだ。案内された場所に着き、玲華のみ室内に通される。蝋燭の明かりが揺れる薄暗い室内の中央には赤い薄絹の天蓋がついた大きな寝台が置かれ、甘い香の薫りが焚きしめられている。陛下のお通りを待つようにと指示されたため、おずおずと寝台の角に腰掛けそのときを待つ。

（こうしていると……なんだかあのときのようね）






　場所こそ違ったが、八年前――二十歳のあのときもこうして寝台で聡叡が来るのを待っていた。何故初めての房事の訓練相手に自分が指名されたのか分からないまま彼を待っていたが、やがてやってきた十四歳の少年の緊張した様子を見て、なんだか理由が分かった気がした。

　その夜の聡叡は玲華が知っているいつも冷静で利発だった姿とは違い、幼さの残る顔を真っ赤に染めて緊張に全身を強張らせたただの少年だった。握りしめた拳も小刻みに震えていて、彼の有り余るほどの緊張が伝わってくる。

（分かった。聡叡様は少しでも見知った私を相手にすることで、緊張をほぐそうとしていらしたのね）

　いくら皇太子として不足のない技量と精神を持っていたとしても、彼自身はまだ十四歳の子供だ。そんな少年が国の未来のためとはいえ房術の指導を受け、好きでもない相手を実際にその腕に抱くのだから緊張するなという方が無理だろう。だから、馴染みのない女官を相手にするよりはせめて交流のあった玲華を……と望むのはあまり不思議なことではない。そう思い至ると聡叡のことが妙に可愛らしく、同時に可哀想にも思え、静かに立ち上がるとそっと彼の震える手を取った。その身長は玲華よりも少し低く、戸惑いを浮かべた瞳が上目遣いにこちらを見る。

「……っ、玲華殿」

「聡叡様、そのように緊張なさらずとも大丈夫です。指導のとおりに進めれば問題はありません。もし分からない点があれば、私がお教えしますから」

　玲華とてそれほど経験があるわけではないが、何もかもが初めての聡叡に比べれば多少はましだ。柔らかな微笑みを浮かべ優しく手を引き寝台へ招いた玲華に、聡叡はこくりと息を呑み潤んだ瞳を向けた。






　覚えた知識をなぞって拙つたないながらも懸命に実践し、小さな呻きを上げて果てたあの日の汗にまみれた少年を思い出す。万一のことを考慮し事前に避妊薬は与えられていたが、それでも膣内に出すことは許されていなかった。そのため玲華の腹の上に散らせた自らの白濁を見つめ、吐精の余韻に喘ぎながらどこか泣きそうな顔をしていた姿は今も不思議とよく記憶に残っている。

（少なくともあのときはきちんと達していらしたし、問題はなかったはずだけれど。不能だなんて、一体いつからそんな……）

　国の行く末に関連するということももちろんだが、聡叡自身の体が心配ではある。眉を寄せて考えていると、静かに扉が開く音がした。はっと顔を上げ、閉まった扉の前に艶やかな長い黒髪を片側で緩やかにひとつにまとめ、くつろいだ格好をした長身の男性が立っているのを見つける。彼の目は薄暗い中にあってもはっきりと分かる、美しい琥珀色だ。

「お待たせしてしまい、すみません」

「陛下……」

　先ほどから鼻先を掠める甘い香りのせいか、耳に心地いい声音こわねにつかの間ぼんやりと聞き惚れる。だがすぐに我に返ると、ゆっくりとひざまずき彼を迎えた。けれど数秒も膝をつかないうちに優しい動作で体を起こされ、向かい合う形で聡叡と見つめ合う。

「玲華殿、あなたが床に膝をつくことなどありません」

「陛下、ですが……」

「よいのです。あなたにそんなことをさせては、私の気が済まない」

「あ……っ？」

　柔らかな笑みのまま抱き寄せられ、状況が掴めない内に彼の腕の中に収められる。抱きしめてくる強い腕は情熱的で、首元に当たる吐息もひどく熱い。八年前は自分よりも小さかった彼は今やすっぽりと玲華を腕に閉じ込められてしまうほどに成長している。

「甘い香りがしますね。香でしょうか、それともあなた自身の……？」

「んっ、た、多分練り香の香りだと……。あの、それよりも陛下、随分と近……」

　それとなく相手の胸を押してみるものの、首元に寄せられた鼻先は離れるどころかより近づいて玲華の香りを確かめている。はあ、と時折漏れる息がくすぐったくて、わずかに体が震えた。

（これからするのは、ただお世継ぎをつくるための行為のはずだけれど……こんなに抱きしめていただく必要などあるのかしら）

　陛下、ともう一度名を呼ぼうとしたとき、不意に首元にちろりと熱いものが触れた。濡れた感触に思わず声を上げると、どこか熱を持った声が耳元で囁く。

「ああ……すみません、あなたの香りにあてられてしまって。こんなに性急なことをしてはいけませんね。寝台に行きましょう」

「あっ……は、ぁ……っ」

　囁きと共に軽く耳朶みみたぶを食まれ、思いがけない刺激に無意識に声が漏れる。聡叡はやにわに玲華を抱き上げると、慣れた様子で優しく寝台に組み敷いた。八年前とはまるで立場が反対の状況に戸惑うこちらを見下ろし、聡叡の口元に艶のある笑みが浮かぶ。長い指が玲華の頬に触れ、顎から鎖骨に掛けてなぞっていく。

「っん……」

　おかしい、妙に体が熱い。小さな声を漏らしながらふと部屋の隅の香炉に目をやり、先ほどから漂い続ける甘い香りにもしやと思う。

（陛下の様子がどこかおかしいのも、もしかしてあの香に何か特殊な効果が……？）

　もしそうなら、行為の後に少し話をさせてもらおうと思っていたが頭がまだしっかりしている今のうちに先に質問をさせてもらった方がいいかもしれない。不敬かとも思いつつ、こちらの肌を撫でていた大きな手に触れてそっと握る。

「へ、陛下。お待ちください、先に……少し質問をお許しいただけませんか」

「質問？　もちろん、あなたの頼みでしたらいくらでも」

　こちらを見下ろす聡叡の瞳は甘かったが、幸いまだ正気のようだ。香りの効果が彼を蝕みきってはいないことに安堵して、おずおずと上半身を起こし聡叡の下から抜け出す。聡叡は特に引き戻そうとはせず、玲華のするがままに任せている。そうしてわずかに乱れた衣を正し寝台の上で向かい合わせに座ると、初夜というにはいささか似つかわしくない状況になってしまった。

「それで、質問とは何でしょう」

「あ、ええと……」

　聞きたいことはたくさんあるが、まずは何故自分を後宮に召し上げたのかを知りたい。言葉を選びつつ尋ねてみると、聡叡は穏やかな微笑みを浮かべ至極あっさりと答えた。

「その質問に対する答えは、およそひとつの回答で事足りますね。私があなたを愛しているから、ただそれだけです」

「へ……？」

（愛している？　聡叡様が私を？　……まさか！）

　何か聞き間違えただろうかと困惑の表情を浮かべ首を傾げた玲華を愛おしそうに見つめ、聡叡が小さく声を立てて笑う。

「あなたの考えていることは分かりやすいですね。言っておきますが、聞き間違いでも勘違いでもありませんよ」

「え、で、でもそんな……一体いつから」

「幼い頃に、花園の奥の温室であなたに牡丹の花を差し上げようとしたのを覚えていますか。私はもう、その頃からあなたのことだけを見ていました」

「……！」

　あの頃といえば、聡叡はまだようやく十一歳に手が届こうかという頃だったはずだ。さすがに信じきれずじっと見つめると、聡叡は玲華の髪を一房手に取り艶やかなそれに唇を寄せながら言葉を続ける。

「もっとも、この想いを伝えるつもりはありませんでした。あなたには既に黄先生というお相手がいたし、おふたりが心から互いを慈しみ想い合っていたのは傍目からも明らかでしたから。だから私は、いずれ皇帝としてあなた方がずっと幸せでいられる良き国を作ろうと誓ったのです。……けれど、それから二年も経たないうちに黄先生は天へ旅立ってしまわれた」

「……」

「実家に戻られたあなたが、黄先生のためにずっと喪に服していたことは知っていました。それでもいつかはまた誰かの元に嫁ぐのだと思って、あなたがそれで幸せになるのなら、かつて誓ったとおりあなたと新しいお相手が幸福でいられる国になるよう尽力しようと考えていました」

　けれど、そうはならなかった。玲華は亡き夫に心を捧げ続け、誰のものにもなることなくこの十年ひっそりと日々を過ごしていた。だからこそ、と聡叡は熱のこもった強いまなざしを玲華に向ける。

「あなたが誰の妻にもなることなくおひとりで黄先生を偲しのばれるのなら――私が幸せにしたいと、そう思ったのです」

「で、ですが……。私など、陛下のお相手には到底相応しくはありません。それに、あの花だって」

「花？　……ああ、入宮の儀であなたに差し上げた牡丹のことですか」

「そうです。あの花は皇家に縁のある方か正妃となる方だけが許されるものでしょう。なのに何故私などに」

「私は元々、あなたを正妃にと決めていました」

「は……」

　またもあっさりと告げられた言葉に、思わず言葉を忘れる。目を見開いた玲華にくすりと笑い、しなやかな長い指がくすぐるように頬を撫でた。

「ん……っ」

「本当は、十五歳のときに初めて妃を選ぶことになった時点であなたを――あなただけを選びたかった。けれどまだ皇太子の身分だったあの頃では周囲の声も聞かねばならなかったし、後宮であなたを悪意のある者たちから護るにはまだ私の力が足りなかった。だから待ったのです、あなたが誰かの元へ嫁いでしまわないことを願いながら、皇帝に――この国で誰よりも強固な力を持つ存在になれるその日まで」

「っあ、陛、下……」

　頬に触れていた指がゆっくりと肌を滑り、首筋にも落ちる。漂う甘い香りはより濃くなり、再び思考を奪い始めた。聡叡も同じなのか、形の良い唇から洩れる吐息が少しずつ荒いものになっていく。聡叡は玲華を見つめ、少し掠れた低い声でどこか言いづらそうに告げる。

「飛燕から聞いているかと思いますが、今夜は――」

「……ええ、存じております。今宵は妃として大切なお務めの場。こちらに来る以上、覚悟はしてまいりました」

　瞳を伏せて静かに頷いた玲華を見て、聡叡の表情にわずかに切なげなものが混じる。何かを言おうと動いた唇はしかし結局何も言うことはなく、代わりに腕を伸ばし玲華を抱き寄せた。聡叡からは落ち着いた檀香だんこうが漂い、室内の香りと心地よく混ざり合い鼻先を掠める。それに心地よさを感じていると、後ろに回された手がするりと背中を撫で、くすぐったさとも違う感覚に肌が粟立った。

「少し体が熱いですね。緊張していますか？」

「……少し、だけ」

　あくまでこれは妃としての務めであり快感を覚えるための行為ではないと分かっていても、こうして誰かの温もりを感じるのは八年ぶりで無意識に体が強張ってしまう。そんな葛藤を知ってか知らずか背中を撫でる手は徐々に意味深な触れ方へと変わり、腰にも下りる。同時に熱を持った耳朶にも軽く口づけられて、思わず甘さを含んだ声が漏れてしまった。

「あ、ん……っ」

「……っ」

　耳元で小さく息を呑む気配があったかと思うと、そのまま再び寝台へ押し倒され視界が反転する。瞬いて状況を理解した頃には、目の前には欲の滲んだ瞳でこちらを見る聡叡の姿があった。しばしの沈黙の後、ゆっくりと彼の唇が下りてくる。

　口づけられる。咄嗟に身構えぎゅっと目を瞑つむったが、唇が触れたのは頬だった。両方の頬に優しく触れたそれは、次いでそっと首筋へ落ちる。

「あなたの心が伴わない状態での唇への口づけはやめておきましょう。あなたが私に唇を許してもいいと思ってくれるときまで、そこには触れません。私は本当に、あなたを困らせたり無理矢理従わせたりすることはしたくはないのです。……もっとも、断るのが難しいことを分かっていてあなたを入宮させてしまった私が今更そんなことを言っても、説得力はないでしょうが」

「陛下……」

　どこか寂しそうな声音に、何故か幼い頃の彼の姿が少し重なる。既に玲華の体をすっぽりと包み込めるほどに大きく精悍な美丈夫に成長したというのに、根本にある奥ゆかしく穏やかな性格はそのままのようだ。あの日頬を染めて牡丹の花を差し出してきた少年を思い出し、そっと彼の背に腕を回す。

「最終的にこちらに来ることを決めたのは私です。ですからどうぞ、そこまでお気を遣わないでください。私はもう陛下の妃なのですから、陛下のお役に立てるよう精一杯尽力いたします」

「……」

　聡叡からの返事はなく、代わりに肩口に触れた唇が肌に軽い噛み痕を付けた。わずかな痛みに身じろげば、聡叡の指がこちらの衣の結び目をほどいていく。衣擦れの音を立ててゆっくりとはだけさせられた衣からは、たわわな双丘がふるりと揺れて顔を出した。春鈴の手によって徹底的に磨かれ香油を馴染ませられた滑らかな肌は、蝋燭の明かりに照らされ月のように仄白く発光したように見える。妃として聡叡の行うことに口を挟まないでいようと思うものの、あまりにじっと視線を注がれ頬が熱くなる。

「あの……陛下、そんなに見つめられては少し恥ずかしいです……。ここばかり肉がついてしまって、お見苦しいことは承知の上ですが……」

「見苦しい？　何故。こんなに……美しいのに」

「あっ！」

　ほう、と息をついた聡叡の手が躊躇うことなく双丘に伸ばされる。柔らかな乳房は軽く力を込めて触れた指を心地よく沈ませ、その感触に誘われるように全体を包み込んできた手のひらが緩やかに揉みしだいていく。愛撫の力加減は絶妙で、刺激を与えられるうちに膨らみの先端の色付きがぷくりと小さく尖りだした。手のひらにその感触が当たったのか、乳房だけでなくそこにも指先で愛撫を施される。指の腹で擦られたり摘ままれたりすれば、あっという間に芯を持った突起は熟れた果実のように美味そうに色味を増した。

「あっ、や……だめ、そこは……ぁんっ」

「あなたは前もここが弱かったですよね。あのときは夢中であなたを心地よくしてあげるところまで意識が回りませんでしたが、今夜はきちんと悦いと思ってもらえるようにしますから」

「あ、はぁ……っ」

　あのとき、というのは初めて房事の相手を務めたときのことを言っているのだろうか。しかし心地よくなど、妃の務めにはそう必要のないもののはずだ。必要なのは体内に皇帝の精をいただき世継ぎを身ごもることで、それ以外など――。

「ひっ、や……あぅっ」

　ぼんやりと考え込んでいたところで、不意に慣れない感触を覚え体が跳ねた。驚いて視線を下げれば、先ほどまで指で弄られていた胸の先端に聡叡の唇が寄せられていた。まるでこちらに見せつけるかのように赤い舌先で舐ねぶられ、淫靡な光景に体内の奥が熱を持つ。玲華の視線に気付いた聡叡は上目遣いに微笑み、舌と唇での愛撫を止めることなく続ける。時折甘噛みをされながら舐られ吸われとしていると、足の付け根の中心がじわりと雫を滲ませたのが分かった。

　より皇帝を喜ばせることができるよう、そこにあった薄生えは事前の湯浴みの際に全て綺麗に剃毛されている。滑らかな肌触りの絹の衣の下に下着は身に着けておらず、秘部から雫が溢れ始めてきているのが如実に感じられて恥ずかしいことこの上ない。聡叡にそのようなことをさせているのもひどく申し訳なく、震える手を聡叡の両肩に置いてそっと押す。

「へ、陛下。もう……んっ、そのようなことはなさらなくて結構ですから。陛下に快感を覚えていただき体内に精を賜るのが私のお役目です。ですから、私を心地よくしていただく必要など……」

「駄目です」

　きっぱりと告げられた声音は強く、涙目で見つめた聡叡の口元にはにこやかな笑顔が乗っていた。唾液で濡れた薄桃色の色付きを二本の指でこね回しながら、欲の滲んだ声が軽やかに続ける。

「言ったでしょう、今夜はきちんと悦いと思ってもらえるようにすると。私にとって、今夜は八年前からずっと待ち望んでいたあなたとの久しぶりの夜です。ただ挿れて出すだけで終わりだなんて――冗談じゃない」

「……っ？」

　言葉の終わりがひどく低くなったように聞こえて、理由の分からない圧につかの間肌が粟立つ。だが声の調子とは裏腹に聡叡は機嫌が悪くはないようで、むしろ満足そうに微笑むと再び突起の片方に吸い付いた。もう一方の突起には指で愛撫を続け、そして空いている方の手は――静かに玲華の下半身へと下りていく。

「んんっ。や、だめです、そこは……」

　その手が向かおうとしている先に気付いて身じろいだが、止めるより先に聡叡の手が玲華の太ももに触れた。衣をめくり上がらせ、白い太ももの内側を直接撫でてからゆっくりと下に下がっていく。そうして愛液で潤む秘所に指を這わせると秘裂を緩やかになぞった。遮るもののないそこは指の感触を素直に受け取る。

「ああぁ……っ！」

　突然与えられた直接的な刺激に、思わず高い声が漏れた。その声を悦ぶように胸と下半身両方の愛撫がより濃厚に、激しさを増す。膣内には侵入しないまま敏感な花芯を摘ままれ柔らかく撫でられると、痺れるような感覚が腰から全身に伝播でんぱした。甘さを増した声がいくつも唇から溢れ、それに合わせて愛撫も速くなっていく。

「あっ、あ、やんっ！　ま、待ってくださ……陛下、それ以上は……っあ、ああ……！」

　びく、と体が跳ね、そうと意識する間もなく達してしまった。香の効果か、それとも数年ぶりの行為が思った以上に強く快感を誘ったのか。とにかく溢れた蜜が聡叡の指先をしとどに濡らし、狭い膣内は何かの挿入を待つように空っぽのそこをきゅうきゅうとひくつかせた。荒い息をついて体を震わせる玲華に、聡叡の瞳が嬉しげに細められる。

「感じてもらえましたか。……可愛い」

「は……ぁ、う……」

　まだ呼吸が整わず、きちんとした言葉が紡げない。肩で息をする玲華に一層愛おしげなまなざしを向け、聡叡は蜜に濡れた指をひくつく秘部の入口へ静かに押し当てた。一度絶頂を迎えたことですっかり潤んだそこはそれほどの抵抗なく指の先端を受け入れ、収縮する内壁で長い指を奥へ奥へと飲み込んでいく。この場所に触れられるのもやはり八年ぶりで、ぐるりと中を探るように掻き混ぜられると、治まりきっていなかった快感が再び容易に燃え上がる。

「ん……きついですね。ご自身でも触れてはいなかったのですか」

「あっ、して、な……っや、ひぅ……陛下、駄目です、まだ敏感になっていて……触れられると、また……っ」

「達してしまいそうですか？　大丈夫、いくらでも感じてください。それに、きちんと慣らさなくては私のものを受け入れてはもらえないでしょう？」

「あ……」

　たしかにそれはそうだ。納得しかけて、ふとここに来る前の小部屋で耳にした話を思い出す。先ほどから自分ばかり喘がされているが、聡叡は――どうなのだろう。思わず心配になりそっと彼を見れば、視線に気付いた彼が不思議そうに瞳を瞬かせる。

「どうかしましたか？　大分濡れているし、痛くはないと思うのですが」

「あ、ええ、その……そう、ではなくて」

「……？」

　瞳を泳がせた玲華にますます首を傾げ、聡叡は一旦中から指を抜き上半身を起こす。抜かれる瞬間の感覚にまた短い声を漏らしながらも、玲華はようやく落ち着く機会を得て長く息をついた。

「何か気になることでもありますか。それか、何か欲しいものがあるのならすぐに持ってこさせますが」

「いえ、その……。へ、陛下のお体はどうなのかと思って」

「私ですか？」

「つまり……その、陛下もそういったご気分になってくださっているのかと……」

　玲華の問いかけが思いがけないものだったのか聡叡はわずかに目を見開いたが、すぐに何かに思い至ったようで片眉を上げた。

「なるほど……。何かくだらない噂を聞きましたね？」

　彼自身、自分に関する噂は把握しているようだ。玲華は羞恥に視線を泳がせ、熱くなった顔に汗を滲ませる。

「も、申し訳ありません。ですが、もしその……色々と難しいのであれば、今夜は無理をなさらないでください。明日の確認の際、お役目の方には〝私のせいで上手くいかなかった〟とお伝えしますので」

　男性にとって、性の問題は自尊心にも関係することだろう。どう言葉を選んでも聡叡を辱はずかしめてしまいそうでついしどろもどろになってしまっていると、大きなため息が降ってくる。

「別にこれが役に立たないわけではありませんよ。そうじゃなく、私はただ……いえ、これはじかに感じてもらった方が分かりやすいですね」

「……陛下？」

　そっと見上げた聡叡の顔は、薄暗い蝋燭の明かりの中にあってもひどく赤く見えた。しばしの沈黙の後、彼の手が玲華の片手を取って自らの下腹部へ導く。その手に灼熱のような温度の硬く太い何かが触れるのを感じた途端、より顔が熱くなった。それが何か分からないほど初心なはずもなく、自分で尋ねておきながら狼狽えてしまう。
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「分かってもらえましたか？　心配せずとも、あなたの悶える姿を見ていただけで既にこれほど昂っています」

「で、ですが他のお妃様の元へは月に数回程度しかお渡りにならないと……それに、滞在される時間も短くていらっしゃると伺いました」

「誰か知りませんが、そんなことまで話していたのですか。……まあ、たしかにそれは事実ではありますが、それは行為自体ができないというわけではなく、ひとえに相手があなたではないからというだけのことです。世継ぎのために好んでいない相手でも多く抱くのが皇帝の務めなのでしょうが――正直、私はあなた以外に孕んでほしくはない」

「……っ！」

「私の子種は全てあなたの中に注ぎ込みたいし、この手で抱き上げるのならあなたと私の血を引いた子供がいい。だから――今夜もこれからも、私の放つものは全てあなたのここに受け入れてもらいたいのです」

「あ、あっ！」

　一度抜かれた指を再び中に埋められ、びくりと体が跳ねる。驚く気持ちとは裏腹に体は悦んで指を飲み込み、誘うように収縮する。蜜液を溢れさせるそこは指を増やされてもさほど痛みを感じず、挿し込まれた二本の指で軽く拡げられるとくぱりと開いた。

「熱い……ここに挿入はいったら、きっととても気持ちがいいのでしょうね」

「や、ぅん……っ」

　熱のこもった声であけすけな言葉を紡がれ、羞恥に全身が熱くなる。けれど恥ずかしさだけではない感覚に体の奥が疼き一層指を締め付けると、それを合図のように指が引き抜かれ、代わりにもっと熱いものの先端が押し当てられた。

「玲華……」

　はあ、と熱い吐息が落ち艶やかに掠れた声がそう囁く。先ほどは〝玲華殿〟ともっと丁寧に呼んでいたはずだが、今こちらを見つめる聡叡の目はひどく熱を持ち、情欲に燃えていた。押し当てられた先端はぬるつく秘裂をゆるゆるとなぞり、赤く熟れた花芯やひくつく秘部をくすぐっていく。お互いの体液で濡れた個所を擦り合わされ、何かを求めるように自然と腰が揺れる。

　室内に漂う薫香は益々甘く、汗ばみ一層匂い立つようになったふたりの香も混ざり合って思考を鈍麻どんまさせていく。半ば無意識に足を大きく開き、聡叡を受け入れやすい体勢を取った。そもそも今夜はこれが大事なお務めであり、目的だ。それならば、しっかりと彼の熱を受け入れなくてはならない。いつもの慎み深さは強い香りに惑わされ、代わりにしっとりと誘うような色香が咲きほころぶ。玲華自身は気付くよしもなかったが、その姿はまさに花の王、満開の牡丹のごとき艶やかさだった。

「陛下……いらして……」

「……っ！」

　陶然と呟かれた呼びかけに、聡叡の喉が唾液を飲み込み大きく鳴る。一際硬く膨らみを増した昂りが押し当てられ、そのまま一気に秘部へ突き入れられた。

「ふぁっ、ああ……！」

　以前受け入れたときよりも数倍成長した陽物ようぶつは力強く、狭い膣内を圧迫する。久しぶりに内部を埋められる感覚に目の前が明滅し体がのけぞったが、息をつく間もなく腰を両手で抱えられ深い部分まで突き入れられた。速い動きで蜜壺を幾度も擦り上げられ、抑えきれずに甘い声がいくつも上がる。

「あっ、あぅっ！　や……っ陛下、お待ちくださ、激し……っひぁ、あんっ！」

「玲華、玲華……っ！」

　はたしてこちらの声は聞こえているのか、聡叡は熱に浮かされたように玲華の名を呼んで腰を打ち付けてくる。濃厚な愛欲の気配の満ちた室内に肌のぶつかり合う音と高く甘い声が響き、その音がふたりの快感をより激しく煽あおっていく。

「や、んんっ、陛下、もっとゆっくり……っはぁ、あっあ……っ！」

　律動に合わせて豊満な乳房がふるふると大きく揺れ、薄暗い明かりに照らされ白い肌に薄墨のような影を作る。聡叡は秘部を突き上げながらしばしそれをじっと見つめ、不意に玲華の腰を押さえていた両手を離した。そして空いた手を揺れる双丘の先端に伸ばし、愛らしく勃ち上がった突起を指先できゅっと摘まみ上げる。

「あぁ！」

「……っ、中が締まって……っ」

　突然の強烈な刺激に秘部が収縮し、中にある聡叡の熱に強く絡みつく。狭い膣壁に絞られる感覚は得も言われぬ快感を与えたのか、律動はさらに大胆に無遠慮なものへと変わっていく。

　きっとあの香のせいだ。ずっとあった疑惑は今やはっきりとした確信に変わっていた。そうでなければ彼がこんなにも自らを律せず欲望のまま動くことなどないだろうし、玲華自身にしたって久しぶりの交合でここまで快感を覚えるはずがない。だがそうと分かっても体が昂ぶるのは止められず、奥が疼くのも抑えようがなかった。無意識に足が聡叡の腰に絡み、もっと深いつながりを促すように彼の動きに合わせて腰が揺れる。快楽に喘ぐ玲華に切なげなまなざしを向け、聡叡は上半身を下げると玲華の乳房に顔を埋めた。中央に寄せられた乳房の先端を両方舐られながら抽挿を速められれば、ひっきりなしに甘い声が出てしまう。まるで永遠に続いているような快感にどれほど苛まれていたか、先に限界を迎えたのは玲華だった。

「あ……もう……っ！」

　切羽詰まった声を上げる玲華の胸の突起を、聡叡が甘噛みする。その刺激に高い声を上げて絶頂を迎えた玲華を追うように、聡叡もまた玲華の膣内で精を放った。全てを出し尽くすように緩やかに動かれ続けるのは達したばかりでひどく敏感になった状態では少し辛かったが、抵抗する気力もないまま体を震わせその余韻を受け続ける。そうして聡叡が深く長い息を吐き動きを止めたところで、玲華もようやく寝台に体を預けた。

（とりあえず、これで今夜のお務めは終わった……のよね）

　膣内には間違いなく出された聡叡の精を感じる。これで明日の確認も問題はないだろう。だが「お疲れ様でした」と告げようとした唇は、すぐに驚愕の声を上げることになった。

「へ……陛下？」

　まだ抜かれずにいた膣内の陽物は、今しがた達したばかりのはずなのにすぐさま硬度を復活させて玲華の内部を満たした。状況を把握する前に再び奥を突き入れられ、混乱に息が詰まる。

「ど、どうなさったのですか。無事にお務めは終わりましたよ、今宵はもう……ひゃうっ!?」

「一度で終わりなどと――誰が言いましたか？」

「え……っあ、あんっ！」

　少し意地の悪い目がこちらを見たかと思うと、玲華の弱い部分を先端で重点的に刺激される。治まりきっていなかった火照りはその快感ですぐさま燃え上がり、再び秘部の奥深くを疼かせた。

「前回の――房事の訓練などとは違うのです。今夜は私の想いと愛をあなたに伝えるための機会なのですから、この程度でもういいと思われては困ります」

（そんな……嘘でしょう!?）

　だが驚愕は再びやってきた快楽の波に押し流され、玲華はなすすべなく喘ぎ続けることしかできなかった。






　――まぶたが上がってまず視界に映ったのは、自らに与えられた私室の天井だった。日が昇り既に明るくなったここに何故自分がいるのか一瞬分からず、寝台に体を横たえたままぼんやりと瞳を瞬かせる。

（私、どうしてここにいるのかしら……？）

　いまいち記憶がはっきりとしないが、たしか昨夜妃として初めて聡叡と枕を共にしたはずだ。いつのまにあの閨からこちらに戻ったのだったかと考えながらふと視線を下げ、そこに広がった光景に絶句する。

　綺麗に清められ新しい衣に着替えさせられた体のあちこちに、激しい情交の痕跡が色濃く残っていた。きっちりと着せられた衣からわずかに覗く部分だけでそうなのだから、見えない部分には一体どれほどの跡があるのかと頬が熱くなる。力の入らない手でそっと衣を持ち上げて中を覗けば、白い肌には濃淡様々な所有の証や噛み痕が無数に付いていて、昨夜の濃厚な行為が目に浮かぶようだった。

「あっ、玲華様。お目覚めになられましたか、おはようございます」

　身じろぐ玲華に気付き、部屋の隅に控えていた春鈴が笑顔で近づいてくる。けれど赤面する玲華とその視線が捉えている狂おしいほどの愛欲の痕に気付き、同じように顔を赤らめた。

「おはよう、春鈴」

　呼びかけた声は掠れていて、これもまた昨晩の激しさを物語っていて恥ずかしくなる。それでも春鈴の持ってきてくれた白湯で喉を潤し、どうにか声を出して尋ねた。

「私、いつの間に戻ってきたのかしら。それに、お務めが済んだかの確認は……？　これから確認にやってくるの？」

「いえ、確認はお休みになられている間にもう終わりました。本来はお目覚めになってからするのですが、昨夜の場合は――その、そこまできちんと確認せずとも、しっかりとお務めを果たされたのは十分すぎるほど分かっているから、と……」

「……」

「このお役目に慣れているはずの女官があれほど顔を赤らめるなんて一体何が……と思いましたが、玲華様のお体を清めさせていただいて、その……納得しました」

　頬を赤らめ言いづらそうに囁く春鈴に、こちらの方が申し訳なくなる。いくら側仕えとはいえ、初心な少女にこんな情交の痕が残る体を拭かせてしまったなんてとすまなさがこみ上げる。けれど小さな声で謝ると春鈴はぶんぶんと大きく顔を左右に振った。

「いえ、そんなっ！　皇帝陛下が玲華様をこんなに愛してくださって、なんだか誇らしい気持ちになりました。気を失われてしまった玲華様のことも、陛下自ら抱きかかえてこちらまで運んでくださいましたし……。これまでのお妃様で、ここまで熱烈なご寵愛を受けた方はいませんでしたよ」

「私をここまで運んでくださったのは陛下だったの？」

「はい。美男美女、まるで夢のように美しい光景でした」

　うっとりと話す春鈴を見、小さく息をつく。お手を煩わせてしまったことは恐縮だが、それよりも。

（陛下が昨日おっしゃったことは……本当だったのかしら。あの香のせいで意識がぼんやりとしてしまって、それでおかしなことを口走ってしまっただけでは……）

　昨夜の聡叡は――玲華も同様だが、明らかに普通ではなかった。あんな獣のように求めあう交合は、これまで玲華が一度も経験をしたことがないものだった。もう一度視線を自らの体に落とせば、昨夜の記憶の一端がよみがえってくる。






　　　　　＊






「あっ、あぁっ！　陛下、だめ、これ以上は……お願いですから、もう許し――はぅ、あんっ」

　何度絶頂を迎えた後だったか、泣きながら震える声で慈悲を乞うたのを覚えている。それでも返ってきたのは熱のこもった甘い声音だった。

「駄目です。まだ夜は長いのですよ、東の空が明るくなるまで、今夜はあなたを離すつもりはありません」

「そんな……っや、あうう……っ！」

　正面からだけでなく後ろからも激しく攻められ、背後から乳房を揉みしだかれながら何度も彼の精を体内で受け取る。そうして本当に東の空に黄金色の日が昇り始めるまで、聡叡は玲華を貪り続けたのだった。
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（あんな陛下……やはり普通ではないわ）

　散々貫かれた秘部がじわりと熱を持つのを感じ、赤い顔で小さく呻く。そんな玲華の気持ちを知ってか知らずか、春鈴は厨くりやから運んできた朝食を卓に並べながら話しかけてくる。

「ですが玲華様、昨夜はその――大丈夫でしたか？」

「大丈夫、って？」

「そのぅ……小耳に挟んだんですけど、昨夜は閨に焚いた香がいつもより強いものだったらしいんです。玲華様はご存じないと思いますが、陛下には少し……あの、口に出すには不敬すぎる噂がありまして、それをお助けするための効果がある香だったらしくて……」

（ああ……やっぱり。それでだったのね）

　それならばあれほど乱れた夜になったのも納得だ。むしろ理由が分かったことで安堵し、玲華は微笑みを浮かべる。だるい体をどうにか動かして朝食を済ませ、再び寝台に横になる。本来なら身支度を整え聡叡の元へ朝の挨拶に行った方がよいのだろうが、生憎今は彼の元まで歩いて行けそうにない。せめてあとで文の一通でも届けてもらおうかと考え、春鈴を呼ぶ。

「ねえ、春鈴――」

　寝台の上から呼びかけると、不意に部屋の入口の方で春鈴が小さく叫ぶ声が聞こえた。何かあったのかと問いかける間もなく、誰かが部屋に入ってくる。

「玲華殿、おはようございます。気分はいかがですか」

「陛下……っ！」

　笑顔で立っていたのは聡叡だった。彼は既にきちんとした服装に着替えていて、わざわざ彼からこちらを訪れてくれたこと、皇帝をろくな身支度もないまま迎えてしまったことに焦り慌てて頭を下げる。

「おはようございます。申し訳ありません、このように見苦しい格好をお見せしてしまって」

「構いません、昨夜は随分と無理をさせてしまいましたから。それよりも、体調は変わりありませんか？　どこか辛いところなどは」

「い、いえ。少々だるさはありますけれど、それ以外はそこまで……」

　問いかけに答えながらも、なんとなく気まずさを感じて衣を寄せる。それでも肌に残った痕跡は見えてしまったようで、聡叡は小さく咳払いすると頬を染めて視線を伏せた。

「それはよかったです。……ですが、昨夜は本当にその……すみませんでした。抑えが効かなくて、つい……」

「陛下のせいではありませんわ。春鈴から聞きましたが、閨に焚かれた香が原因だったようですから……。陛下があのようなことをなさる方ではないということは、きちんと分かっております」

　申し訳なさそうな彼をこれ以上気にさせないよう気遣ったつもりなのだが、何故か聡叡はぐっと息を詰まらせると益々すまなげに俯いてしまった。何か悪いことでも言っただろうかと続く言葉を探していると、気を取り直すように聡叡が顔を上げた。

「ともかく、今後はあんな勝手な振る舞いをしないよう気をつけます。……ところで、玲華殿。私のことはどうか、以前のように名前で呼んではもらえませんか」

「えっ？　でも……」

　あの当時はともかく、現在の彼はれっきとした皇帝だ。そんな方を直接名で呼ぶというのは不遜ではないだろうか。しかし聡叡は玲華の手を取り、懇願するように告げる。

「お願いします。あなたには……あなたにだけはそう呼んでほしいのです」

　真剣な顔でそう言われれば了承しないわけにはいかない。戸惑いながらも頷けば、聡叡の顔に柔らかな笑みが咲く。

「ありがとう。では早速今呼んでみてはもらえませんか」

「今ですか？　ええと、では……聡叡様？」

「はい、玲華殿」

　呼んだ途端とろけるような笑みを向けられ、つい鼓動が跳ねた。明らかに不遜であるとは思うが、本人がこれほどまでに喜んでくれるのなら人前でなければ構わないだろう。それよりも気になるのは――。

「陛下……いえ、聡叡様は何故私などにそんな丁寧な話し方をなさるのですか？　私はあなたの妃ですから、そこまでなさらなくても……」

「ああ、気にしないでください。あなたには黄先生といらしてくださっていたあの頃のように礼を尽くしたいのです」

「ですが、なんだか落ち着きません……。ではせめて、殿とつけるのはおやめになってください。私のことは、どうぞ玲華と」

「……いいのですか？」

「もちろんです。それ以外でもお呼びになりたい呼び方があればお好きなように。――ああ、ですができれば妃名だけはお許しいただければ……」

　天香妃という呼び方はやはりさすがに自分には不相応すぎる。申し訳ないながらもそう告げれば、聡叡は少し考える様子を見せてから小さく頷く。

「そうですか……。分かりました、ではその呼称はしばし置いておきましょう。周囲もあなたも、自他ともにその名が相応しいと思ってくださるようになるまで」

　にこやかに笑んだその顔は、聞き分けがよいように見えてその実とても我が強かった。

















第二章












　そうして始まった後宮での生活は、想像していたほど辛いものではなかった。結構な頻度で聡叡が顔を見せに来る以外、私室で読書や刺繍に時間を費やす日々は実家にいた頃とそう変わるものではない。いつも傍にいるのは気心の知れた春鈴のみで、それも穏やかな心持ちでいられる要因のひとつだった。

　とはいえ、入宮の儀で皇帝から牡丹の花を賜った妃という話は既に宮殿内全てに広まってしまっていて、玲華が望もうと望まざると注目の対象にならざるを得なかった。特に、聡叡の愛と正妃の地位を求めて日夜研鑽していた他の妃たちにとっては、突然現れ寵愛を攫っていった女は目障りという他ない。だから、時たま私室の外に出た際にはいつも剣呑な目を向けられるのが常であった。

「……あらぁ。三の妃様ではございませんの。今日はお部屋に引きこもってはいらっしゃいませんのね」

「！」

　後宮内の花園が見頃だからと春鈴に誘われ部屋を出たところで、折り悪くそう声を掛けられてしまった。そっと振り向けば、幾人もの女官を伴った華やかな女性が三人立ってこちらを見ている。

　いちばん長身の、艶やかで絢爛な雰囲気をまとった姫は最初に入宮した〝月季妃げっきひ〟で、それより少し身長の低い快活そうな姫は〝葵花妃きかひ〟だ。その名を示すがごとく、それぞれの賜った花を模した髪飾りをつけている。そしてその二人に囲まれるように立つ、一際小柄で気の強そうな可愛らしい姫君は――。

（明みん珠じゅ様。大きくなられたわね）

　明珠は、聡叡の九歳下の妹だ。まだ夫の博仁が存命だった頃には何度か会ってお話を聞かせたりままごとに付き合って一緒に遊んだりしたことがあったが、恐らく今はもう覚えていないだろう。その証拠に、こちらを見る瞳はあれだけ懐いていたのが嘘のように敵対心に溢れている。

「月季妃様、きっと三の妃様は殿下をどうにかご自身の寝所に引き込むために昼夜を問わずご準備なさっているからお忙しいのよ。だから明珠様のところにもなかなかご挨拶に来られなかったのよね」

「ふん、いくら忙しかろうと皇女のわたくしの元へまず挨拶に来ないなんて、信じられないくらいの礼儀知らずだけれど。お兄様も、どうしてわざわざこんな人を妃に召し上げたのかしら」

「……」

　明らかな敵意に黙って瞳を伏せると、月季妃が鈴のような笑い声を上げる。声音こそ上品で穏やかだが、内容は同じようなものだ。

「まあまあお二人とも、あまり可哀想なことを言うものではありませんわ。身分の低い方はどんな真似でもしないと寵愛を受けられないので必死なのですよ。それに、彼女のように品性の卑しい方は、たとえ正論でたしなめられても勝手に自分を被害者のように勘違いしてしまうから、私たちに苛められたとありもしない被害妄想を膨らませて陛下に訴えてしまうかもしれませんわ。ああ怖い」

（……何を言ったところで聞いてはいただけないだろうし、私が話をしたところで気分もよろしくないでしょうね。ここは早々にお暇しましょう）

「申し訳ありませんが、用事を思い出したので……。失礼いたします」

　礼を失しない程度に挨拶を済ませ、今にも彼女たちに飛び掛かりそうな顔をしていた春鈴を連れて足早にその場を去る。そうしてこちらを睨む三人の目から完全に解放されたところで、足を止めた。後ろでは春鈴が悔しそうに声を上げる。

「もう！　なんて失礼な方たちなんでしょう、玲華様のことをあんな風に言うなんて！」

「春鈴、声が大きいわ。聞こえてしまうわよ」

「聞こえたって構いませんよ、何が品性の卑しい方ですか、あんな当てこすりを言うあちらの方がよほど卑しいじゃないですか」

　眉を吊り上げて怒る春鈴は、いつもの優秀な女官ではなく年相応の少女に見える。自らのためにここまで素直に怒りを見せてくれる少女を可愛く思いつつ、他の妃に文句を言っているところを誰かに見られて春鈴が罰せられては大変と急いで自室へ戻る。帰ってからも春鈴の怒りは変わらず、聡叡から贈られた珍しい果物を分けてあげるとようやく少し機嫌を直した。それでも腹の虫は治まらないようで、餌を含んだ栗鼠りすのように頬を膨らませている。

「月季妃様も葵花妃様も、最近ご自身に陛下のお渡りがないからって僻ひがんでいるんですよ。大体、陛下が二日と空けず玲華様に会いにいらっしゃるのは完全な陛下のご意思じゃありませんか。それに対してどうのこうの文句を付けるなんて、陛下のお気持ちを無視するのと同じですよ！」

「……」

　たしかに春鈴の言うとおり、入宮してからの約三週間、聡叡は毎晩のように玲華の元を訪れ朝までの時間を過ごしていた。とはいえ、閨で妃としての務めを果たしているわけではない。同じ寝台で休んではいるものの、聡叡は玲華を抱きしめるだけで交合をしようとはしなかった。だが欲望がないわけではないようで、時折薄く顔を赤らめては何かを我慢するようにもぞもぞと身をよじらせている。

　玲華は仮にも妃の身であるし、この国の頂点であり幼い頃も知っている彼が我慢をしている様を見るのはなんだか申し訳ない。そのため、聡叡が望むのならまたこの身を暴いてくれて構わないと申し出てはみたのだが、そのたびに力強く首を左右に振られてしまった。昨夜も――。






　　　　　＊






　寝台でこちらを抱きしめ髪を撫でる聡叡に、玲華は何度目かの申し出をした。

「聡叡様。以前にも申し上げましたが、私は既にあなたの手の内の花。花を手折るも捨てるもあなた次第、私は全て従いますよ？」

「いけません。あなたには入宮の夜に大分強引なことをしてしまいましたから、もしまた同じようなことをしてしまっては大変です。それにあの晩は慣例の儀式であり半ば仕方のないことでしたが、本来なら私はあなたが本心から私を受け入れてくださるまで無体をはたらきたくないのです。今更何をと呆れられるかもしれませんが、二度目の夜はあなたの心も私に向かってからにしたい。だからそれまではあなたを抱きません」

　真摯な声できっぱりと言う彼に内心困惑してしまった。皇帝たる彼が望めばこちらは身も心も全てを捧げるしかないし、実際こうして入宮している以上は自分のことも好きにして構わないのに。それに、そもそも――。

（私の心が聡叡様に向かってから、ということは、つまり私が博仁様を忘れて新しい恋をするということ。それは……きっととても難しいわ）

　博仁が彼岸へ去ってから既に十年経ったが、いまだに忘れられていないのだ。こんな状況ではこの先何十年かかってしまうか分からない。けれどそれを訴えても、聡叡は柔らかく微笑むだけだった。

「それでもいいのです。たとえあなたが黄先生に想いを捧げ続けても、私もあなたに愛を伝え続けます。ですから、私のことをもっとよく知ってください。そしてほんのわずかでも私に心を傾けてくださる気持ちになったら教えてください。そのときは――」

　そのときは、この前以上に深くあなたを抱きます。

　するりと頬を撫でられ耳元で甘く囁かれた言葉に、どくんと鼓動が跳ねた。






　　　　　＊






「――玲華様？　どうかなさいました？」

「えっ……あ、ああ、いえ。なんでもないの、少しぼうっとしてしまっていただけ。ごめんなさいね、話の途中で」

「いえ、お気になさらず！　とにかく、毎回あんな敵対的な態度を取られたら玲華様のお心に障ります。やっぱりここは陛下に進言を――」

「だめよ春鈴、お忙しい聡叡様をそんなことで煩わせられないわ」

「ですが……」

「いいの。元よりそんなこともあるだろうと覚悟はしていたから。私が分を弁わきまえて大人しくしていれば問題はないでしょう。それより果物をお食べなさいな。お代わりはいかが？」

「もう……玲華様はお優しすぎるんですよぅ」

　悔しげな顔で果物を頬張る春鈴に目を細め、急ぎ足で戻ったために少し乱れてしまった髪を撫でて整える。すると、挿していたはずの櫛がいつの間にかなくなってしまっていたことに気付いた。あれは入宮の際に実家の両親から贈られたもので、他の髪飾りを用意されてもこれだけは共に挿していた。なくしたから仕方ないとそのまま捨て置けるものではない。

「あら……どこで落としたのかしら。さっき南の庭園を抜けてきたときはまだあった気がするけれど」

「何か落とされたんですか？　私が探してきますよ」

「いえ、自分で行くわ。春鈴は自分の仕事があるのでしょう？　そう遠くまで行ったわけではないし時間もそう経っていないから、さっき通った道を戻ればきっと見つかるはず」

　後宮内は皇女や妃たちの住まう場所ということで厳重な警備で固められているから、そう長い時間でなければ女ひとりで出歩いてもほとんど危険なことはない。他の妃たちに会わないよう注意しながら探せば、また嫌味を言われる心配もないはずだ。

「行ってくるわね、すぐに戻るわ」

　春鈴を残し、ひとりで庭に出る。幸い、先ほど通った道を半分ほど戻った辺りで地面に落ちている櫛を見つけた。汚れも破損もなくほっとしていると、風に乗ってふと小さな泣き声が聞こえてくる。

「ひっく……うう、ぐすっ。どうしたら取れるのよ、悪戯な風めぇ……。返しなさいよぉ……！」

（明珠様のお声……？）

　風に乗って聞こえてくるのは、たしかに明珠の声だ。慌てて声のする方へ行ってみれば、明珠がひとりで木の枝に向かい石を投げているのが見えた。高いところにある枝には何やら長く軽やかなものが引っかかりひらひらと揺れていて、恐らくあれを取りたくて石を投げているのだろうと分かる。周囲には先ほどまで一緒だったふたりの妃や女官たちの姿はないから、助けを求めたくても求められないのだろう。

「明珠様、どうかなさったのですか？」

「っ！　三の妃……っ」

　突然現れた玲華に驚いた様子で明珠は動きを止めたが、すぐに気位の高い表情で睨みつけてくる。けれどその目は涙で濡れていて、乱暴に手でこすったのか赤くなっていた。

「なによ、何か用なの!?　用がないならさっさとどこかへ行ってちょうだい」

「ですが、枝に掛かってしまった物を取りたいのでは？　僭越ながら、私でよければお取りしますが」

「……っ！　う……し、仕方ないわね。あなたがどうしてもそうしたいというのなら、勝手になさい。だけど、これをしたからってわたくしはあなたがお兄様を誑たぶらかしていることを許しはしなくてよ!?」

「ふふ、承知しております。少々お待ちくださいね」

　相変わらずつんつんとした態度だが、幼い頃を知っている相手であるし少女のただの癇癪と思えばいっそ可愛くさえ感じる。近場にあった適当な枝を拾って伸ばしてみれば引っかかっていた物はすぐに取れ、ひらひらと手元に落ちてくる。

（よかった、取れた。これはリボン……？）

　恐らく元は綺麗な桃色だったのだろうが、布地もそこに刺繍された花の模様も随分と色褪せてしまっている。年季の入ったそれはお世辞にも綺麗だとは言いがたく、皇女である明珠の持ち物としては相応しくないように思えた。

（でも、どこかで見覚えがあるような。もしかして――）

「ちょっと、いつまで私の宝物に触れている気？　早く返しなさい！」

　じっとそれを見つめていると、駆け寄ってきた明珠が手の中から奪っていく。そうしてリボンを胸に抱きほっとした表情を見せてから、玲華に視線を向けた。

「わたくしは礼儀知らずではないから、してもらったことにきちんとお礼は言うわ。取ってくれてありがとう」

「いえ。滅相もございません」

「それじゃあわたくしはこれで失礼するわ。ごきげんよう」

「あ……明珠様、お待ちください。あの……ひとつ質問をお許しいただけませんか？」

「わたくしに……？　まあいいわ、あなたはこれを取ってくれたし、ひとつなら許してあげる。ただし手短にね。なあに？」

「ありがとうございます。そのリボンなのですが、先ほど宝物と……？」

「そうよ。これは昔、大好きだったお姉様からいただいた物なの。お姉様はとてもお優しくてお綺麗で、刺繍だってこんなにお上手だったんだから！　……今はもう、遊びに来ていただくこともないのだけれど」

「……」

　そうだ、やはりこのリボンは自分が差し上げた物だ。玲華が髪に飾っていた手製の刺繍入りリボンを幼かった明珠が気に入り、こんな物でよければとお渡ししていた。あれから十年以上経っているのに、まさかまだ持ってくれていたとは。

「もうよろしくて？　わたくし、そう暇ではないの」

「ええと……明珠様、そのリボンはもう随分古いですし、刺繍の技術もまだ拙かった頃のものです。ですから、よろしければそのリボンよりももっと良い物を――」

「なんですって!?　あなた、わたくしの話を聞いていなかったの？　わたくしはこれをもうお会いできないお姉様からいただいた宝物だと言ったのよ！　どれだけ古くなろうと大事なの！　大体この刺繍が拙いなんて、あなた一体何様のつも……え？」

　激高していた明珠は、そこで言葉を切りふと動きを止めた。視線を巡らせ、小さく唸りながら考えている。

「うーん……？　まだ拙かった頃……？　あなた、どうしてそんなことを知っているのよ」

「その刺繍は私が刺したものですので……。未熟だったのでところどころ粗があってお見苦しいですけれど」

「あなたが？　嘘よ、だってお姉様は旦那様が亡くなられたからもう来ないってお兄様が前におっしゃっていたのよ。だからそんなはず……」

「たしかに十年ほど実家に戻っておりましたが、聡叡さ――陛下からのお召しがございましたので……このように入宮してまいりました」

「……！　じゃ、じゃあ……本当に――あなたがあのお姉様なの？」

　まだ疑わしそうにしながらも、明珠の瞳が少しずつ輝きを増していく。笑顔で頷きを返すと、途端に小さな体が胸に飛び込んできた。

「お姉様！　嘘じゃないのね、本当にお姉様なのね！」

「お久しぶりです、明珠様」

　柔らかく微笑んだ玲華に明珠は嬉しそうに目を細めていたが、ふと顔を青ざめさせると震える声で謝罪を口にした。子供らしくくるくるとよく変わるこの感情豊かな表情も以前と同じだ。

「お姉様、ごめんなさい！　さっきもこれまでも、わたくしお姉様にひどい態度を……」

「よろしいのです、気にしていませんわ。それよりも、明珠様がお元気で嬉しかったです」

「お姉様ぁ……」

　よしよしと小さな頭を撫でてあげれば、明珠は一層相好を崩して抱きついてくる。

「もう、わたくしったらどうしてお姉様を見てすぐに分からなかったのかしら。大体お兄様もお兄様よ、お姉様が入宮したことをもっと早くわたくしに教えてくだされば、こんな無礼な態度を取らなくて済んだのに！」

「陛下とは最近お会いになっておられないのですか？」

「ええ。最近というか、皇帝になられてからはほとんど。たまに儀式の場でかろうじてお姿を見るくらいで、お話しする暇はまるでないわね。それはそうと、お姉様にまたお会いできて本当に嬉しい。ねえお姉様、よろしければ明日わたくしのお部屋に遊びに来てくださらない？　久しぶりにたくさんお話したいわ！」

「ええ、是非。喜んでお伺いいたします」

「本当ね、約束よ。お姉様、きっとね！」

　ぶんぶんと手を振り、明珠は嬉しそうに去っていく。その背中を笑顔で見送り、玲華も自らの部屋へと帰った。






「――ああ、明珠に会ったのですか」

　すっかり夜の帳が落ちた頃、今夜も訪ねてきた聡叡と同じ寝台に横たわりながら、玲華は昼間の話をした。

「はい。私が差し上げた物を今も大切にしてくださっていて嬉しかったですわ」

「そうですか。あの子には悪いことをしたな、直接時間を取ることは難しくても文でも書いてあなたのことを伝えておけばよかった。……それにしても」

　ふと聡叡はそこで一旦口を噤つぐみ、じっと玲華を見つめてくる。

「明珠はあなたからそのような物をいただいていたのですね。ちょうど私が不在だったときの話のようなので、まったく知りませんでした。……羨ましい、私はあなたとの思い出くらいしか持っていなかったのに」

（ええと……これはもしかして、少し拗すねていらっしゃるのかしら？）

　普段の彼とは違うどこか幼げな様子に驚いていると、失言だと思ったのか聡叡は恥ずかしげに視線を逸らし背中を向けてしまった。

「……すみません、子供じみたことを。今のは忘れてください」

　大きな体に似合わない小さな声に思わず微笑んでしまう。

（なんだか可愛い……。いえ、笑うのは失礼ね。我慢しましょう）

　それでも口元が緩むのは抑えきれず、笑い声が漏れないよう声を潜めながら聡叡の背中を見つめた。






　翌日、春鈴を伴い明珠の部屋を訪れる。大喜びで歓迎してくれた明珠の後ろで、明珠に仕える女官たちは一様に複雑な表情をしていた。それはそうだろう、つい昨日まで他の妃たちと一緒に玲華を毛嫌いしていたはずの明珠が、今日はまるで賓客を迎えるような歓待ぶりで玲華が来るのを心待ちにしていたのだから。

　筆頭女官はまだ状況が信じられないらしく、こちらからは見えない部屋の奥にそれとなく明珠を連れていき何かを言ったようだった。その後すぐ明珠の怒り声が聞こえてきたから、恐らく〝評判の悪い三の妃とあまり仲良くするのはよろしくない〟といった類の苦言を呈したのだろう。

「なんてことを言うの！　お姉様はそんな酷い方じゃないわ。私の大切な方なんだから、失礼なことを言わないで！」

「ですが、他の妃様たちに知られたら……」

「知られたら何？　お姉様を酷く言う方たちなんてもう嫌いよ。お姉様が色仕掛けでお兄様を籠絡しようとしているだとか、わたくしに嘘ばっかり吹き込んだもの！」

　どうにか声を落とさせようと必死な女官たちとそんなことは気にせず怒る明珠の会話が客間の外から聞こえてきて、春鈴は意外そうな顔で玲華に耳打ちする。

「……なんだかごたごたしていらっしゃいますね？」

「何も聞いていないことにしてさしあげましょう」

　しばしそのまま待っていると、やがて笑顔の明珠が足早に部屋へ入ってきた。

「お待たせしてごめんなさい、お姉様！　改めて、今日は遊びに来てくださって嬉しいわ」

「明珠様、こちらこそお誘いいただきありがとうございます」

　女官たちは明珠の剣幕に押されたのかそれ以降は何も顔に出さず、久しぶりの会話は思い出話を中心に和やかに進んだ。そうして数時間ほど経ちそろそろ部屋を辞そうかとしたとき、明珠がもじもじとはにかんだ様子で玲華の袖をそっと引いた。

「お姉様、実はわたくしお願いがあって……。聞いていただけないかしら」

「私にできることでしたら喜んで。どんなお願いでしょう？」

「実はね、その……わ、わたくしに刺繍を教えていただきたいの」

「刺繍を……ですか？　それは構いませんが、明珠様なら既に刺繍の手習いを終えていらっしゃるのでは……」

　この国の女性はほとんどの場合、幼い頃から礼儀作法の一環として裁縫や刺繍を教えられている。ましてや皇女である明珠ならば一流の教育係がついて詳しく教えてくれているはずだ。当然の玲華の疑問に、明珠はこれが答えとばかりに恥ずかしそうに〝ある物〟を差し出してくる。

「その、とっても情けないことだけれど……わたくしね、とっても刺繍が下手なの」

　見せられたのは小さなお守りで、高級そうな布地に対してそこに刺された刺繍はたしかにお世辞にも達者とは言えず、初心者のような出来映えだった。

「お兄様が即位されたお祝いに手製のお守りをお渡ししたいと思って、ずっと前から準備をしていたの。でも刺繍が上手くいかなくて……こんなみすぼらしい物をお渡しするなんてできないと思って何度も作り直しているうちに、数ヶ月経ってしまったわ」

「そうだったのですか……。失礼ですが明珠様、手に取って見せていただいても？」

「構わなくてよ。お姉様にお見せするのも恥ずかしい出来だけれど……」

　受け取り、刺繍をじっと見る。やや不器用ではあるが、基礎は一応身についているようだし色合いの選び方も筋がいい。もう少し集中して指導してあげればきっと上達するはずだ。

（何より、聡叡様を想ってこんなに頑張っておられる明珠様を応援しないわけにはいかないもの）

「承知いたしました。もちろん私でよければお教えします」

「本当!?　ありがとう、お姉様！」

　ぱっと瞳を輝かせた明珠に笑顔で頷く。こうして後宮内でも久しぶりに刺繍指導を行うことになったのだった。






　指導は早速翌日から始まり、やる気と向上心に満ちた明珠の刺繍の腕は玲華の熱心な指導でみるみる上達していった。まずは初歩的な練習から始め、苦手な部分は日中つきっきりで教える。最初は玲華が明珠の元を訪れ指導していたが、訪問を知った他の妃たちが帰り道に待ち伏せし嫌味を言ってくることが増えたため、途中からは明珠が玲華の部屋を訪れるようになっていた。――そうして。

「……でき、たぁ……！」

　二週間ほど経った頃、明珠もようやく満足のいくお守りが完成した。一針一針心を込めて刺した刺繍はまだ拙いながらも想いが伝わる、微笑ましく愛らしい物だった。

「早速お兄様にお渡ししたいわ。でもお時間を取っていただけるかしら……」

「飛燕に言伝を頼んで、お手すきのときに来ていただけるようお願いしてみましょうか。少しでしたらお時間をいただけるかもしれません」

　本来であれば自分よりも実妹である明珠が聡叡に直接頼んだ方がいいのだろうが、妹とはいえ忙しい皇帝を捕まえるのはなかなか骨が折れることだろう。右腕として常に傍に仕えている飛燕にお願いした方が話は早いかもしれないと、春鈴に言伝を頼む。やがて、しばらくして戻ってきた春鈴は大きな目をさらに見開き、心なしか体を震わせていた。

「あ、あの……飛燕様から皇帝陛下にお伝えいただいたところ、少しの時間だけですがこの後すぐにいらっしゃると……！」

「え、こんなにすぐ!?　お兄様、あんなにお忙しいのに」

「きっと明珠様からのご用事であるとお伝えしたからですわ。よかったですね」

　近頃明珠と親しくしていることは聡叡にも伝えていたが、刺繍の指導をしていることは秘密にしている。きっと久しぶりに妹に会えると喜び、忙しい中でも時間を割いてくれたのだろう。しかし美しい兄妹愛に微笑む玲華に、明珠はふるふると首を振った。

「いえ、お姉様がお願いしたからよ。お兄様ったら、本当にお姉様のことがお好きなのね。昔からそう、お姉様が黄先生と一緒にいらっしゃったと聞くとすぐに飛んで行っていたのだから」

「え？　そんなまさか……」

「本当よ、すごく分かりやすかったんだから！　でもいいわ、わたくしもお姉様のことは好きだから、お兄様が選んでも歓迎できる。お姉様が次代の皇帝を産んでくださったら嬉しい」

「み、明珠様」

　現状で聡叡の血を引く子供がいない以上、今いる妃の中で初めに子を成した者が正妃の座を射止める可能性は限りなく高い。そもそも閨での話とはいえ聡叡自身が玲華を正妃にと望み、他の妃との間には子を成したくないとまで言っているのだから、もし子を宿したとなればこれ幸いとばかりに正妃として召し上げるだろう。……とはいえ。

（結局、初夜以降はお手を触れてこようとなさらないし、このまま私の気持ちを待ってくださっていたら、いつまで経ってもお世継ぎが生まれない場合もあるのでは……？）

　そう考えると、国にとってよろしくない状況であると改めて思い至る。ここはやはり他の妃たちの元へもお渡りをしていただくよう忠言した方がいいかもしれないと真剣に考えていると、外で待機していた春鈴が緊張した面持ちで足早に部屋に入ってきた。

「皇帝陛下がいらっしゃいました！」

　礼の形を取り出迎えの準備を整えると、飛燕を従え聡叡が入ってきた。こうして昼間に彼の姿を見るのは入宮の儀以来のことで、ゆっくりと顔を上げると嬉しそうに細められた瞳と目が合った。次いで隣にいた明珠へも視線が向き、柔らかな笑みが咲く。

「やあ明珠、元気そうで何よりだ」

「お兄様、お久しぶりでございます。お呼び立てして申し訳ございません」

「構わないよ、こちらこそわずかしか時間が取れなくてすまない。……ああ、すぐに戻らねばならないので茶の準備は要らない。それで、用事というのは？」

　もてなしの準備をしようと部屋を出かけていた春鈴を呼び止め、聡叡は改めて明珠に視線を戻す。明珠は緊張した面持ちで玲華を見てから、完成したばかりのお守りをおずおずと差し出した。

「お兄様にこれをお渡ししたくて。遅くなりましたが即位のお祝いと、息災を願ってお守りを……」

「お前が作ってくれたのか？　ありがとう明珠、大切にするよ」

　明珠の手を包み込むようにお守りを受け取り優しく頷いた聡叡に、明珠はほっと表情を緩め弾んだ声で言う。

「この刺繍はわたくしが刺したのよ。お姉様に教えていただいて随分上達したの！」

「玲華に？　そうだったのか。確かに上手く刺せているね、とても上手だ」

「うふふ、そうでしょう！　ありがとうお兄様。お姉様も、本当にありがとう！」

「どういたしまして。明珠様の頑張りがあったからですよ。……ですから、私も明珠様に何かお渡ししたいと思ってご用意いたしました」

「なあに？　……えっ！」

　玲華が部屋の隅から持ってきた物を見て、明珠の目が輝く。それは空色の披帛ひはくで、裾に色とりどりの花の刺繍を施したものだった。あのリボンに刺された刺繍よりも格段に精緻せいちな刺繍はまるで本物の花園をそのまま写し込んだようで、明珠はほうっと感嘆の息をつく。

「すごい、これをわたくしに？」

「以前差し上げたリボンは随分色褪せてしまっていましたし、せっかくなら普段お使いいただける物の方がよろしいかと……」

「嬉しい！　宝物がもう一つ増えたわ、大事にするわね！」

　披帛を嬉しそうに抱きしめ、明珠は供の女官を連れて帰っていった。部屋を出てからも女官に披帛を自慢している明珠の声が聞こえ、思わず相好を崩す。と、小さな咳払いが聞こえて振り向くと、聡叡が少し拗ねた顔で視線を逸らしていた。

「新しい披帛を求めていたのは明珠のためでしたか」

「ええ。聡叡様、ご用意くださりありがとうございます」

「あなたの頼みですから、このくらい何でもありません。……ですが、これで明珠はあなたからまた贈り物をいただいたのですね」

　日頃の聡叡では見せない表情に、部屋の隅で侍る春鈴はわずかに目を見張り、飛燕は素知らぬ顔で目を伏せる。玲華だけはまっすぐに聡叡を見つめ、くすりと微笑んでから別の物を取り出した。

「明珠様には披帛でしたが、よろしければ聡叡様にはこれを」

　そう言って差し出したのは聡叡の衣の色と同じ、深い黒色の布地の香り袋だった。表面には先ほど明珠に渡した以上に精緻で細かな刺繍で、金と銀の二輪の牡丹が描かれている。きっと多くの時間と手間をかけてくれたのだろうと一目で分かるそれに聡叡は目を見開き、感極まったように息を詰まらせた。

「……あなたが作ってくれたのですか？」

「はい。聡叡様が持つには少し素朴すぎる出来かもしれませんが……。それと、中身は私の好みの香りで調合してしまったので、もしお気に召さなければどうぞ捨ててしまってください」

「捨てる？　まさか！　一生大切にします。……ありがとう、とても嬉しい」
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　ふわりと口元をほころばせた聡叡の表情はかつて見た無邪気な皇太子の面影を思い出させて、思いがけず鼓動が跳ねる。

「陛下、そろそろ執務に……」

「ああ、分かっている。玲華、また今晩来ます。それと……もしよければ、今日の夕食はこちらでご一緒させていただいても構いませんか？」

「えっ？」

　思いがけない要望に戸惑い、つい困惑の声を上げてしまう。皇帝が食事をとる場所は宮殿内の私室と決まっていて、後宮で妃と共に食事を取るなどほぼないことだ。聡叡の後ろで飛燕も驚いた表情を浮かべている。

「陛下、ですがそれは……。それに、もしも他の妃様たちに知れれば玲華様が……」

「厨には私がここに来ることは知らせず、客が来るとだけ言って用意させればいい。部屋の食事は、今日は要らぬと伝えておけ」

　柔らかな口調ながら、聡叡がこういうことを言いだしたら決して意思を曲げないことを承知している飛燕は小さく息をつき「分かりました」と答える。

「あ、あの。聡叡様……」

「そういうことですので、また夕食の頃に。それでは、後ほど」

　にっこりと笑んで、聡叡たちは執務に戻っていった。残された玲華と春鈴はしばし黙ったあと顔を見合わせる。

「……大変なことになったわね。とりあえず夕方までにお迎えする準備を整えましょう」

「わ、私、お部屋に飾るお花をいただいてきます！」

　そんなわけで、玲華ののんびりした午後は途端に今夜の準備へ忙殺されるものに変わったのだった。

　――そうして数時間後、ささやかながら心尽くしの準備を整えた部屋に聡叡が再びやってきた。厨にも飛燕が上手いこと話を通したらしく、二人分の食事が運ばれてくる。賓客であるという話でもしたのか、食事の中身が心なしかいつもより豪勢に見えるのは恐らく気のせいではない。

　聡叡の希望で、春鈴と飛燕には隣の間に控えていてもらい、ふたりでの食事を楽しむ。ふたりきりの室内には和やかな空気が流れ、穏やかな時間が過ぎていく。……と、食べ進めていた料理の中のある食材が何故か妙に気になり、ふと箸を止めた。

（……これ、前に本で見たことがあるような……。なんだったかしら？）

　薄く切られて料理に入っているそれは、見た目はごく普通の茸きのこで味も特に問題はない。向かい合わせで座り同様に食べている聡叡にもおかしな様子はないが、妙にもやもやと気にかかる。なんだか落ち着かない心持ちでいると次の料理が運ばれてきて、先ほどの食材についての記憶を辿りながら箸を伸ばす。と、二口ほど食べ進めたところでようやくとある書物の知識に思い当たり、顔からさっと血の気が引いた。慌てて箸を置き、今まさにその料理を口に運ぼうとしていた聡叡を急いで止める。

「聡叡様、それを召し上がってはいけません！」

　玲華の普段にはない剣幕に聡叡は箸を止め、隣の間で控えていた飛燕たちも飛び込んでくる。

「玲華、どうしたんですか？　料理に何か……」

「以前本で読んだのを思い出したのです。先ほどの料理に使われていた茸とこの料理に使われている魚、一緒に食べると――う……っ」

「玲華!?」

　言葉の途中で喉の辺りが苦しくなり、それ以上続けられなくなる。ほんの二口食べただけでこんなに即効的に苦しくなるなんて、やはり以前読んだとおり、これは大分危険な食材の組み合わせだ。ひとつひとつに害はないが、同時に食べてしまったときだけ有害な毒性を発する。この国では普段あまり使わない食材だから、料理人たちも気付かなかったのだろう。

（でも、まだ聡叡様が召し上がる前でよかった。……う、気持ち悪い……）

　口元を押さえ、胃からせり上がってくる不快感に耐える。ひどい目眩を覚えながら、玲華は聡叡が医官を連れてくるよう命じる声をどこか遠く聞いていた。
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　すっかり夜も更けた宮殿の執務室には、まだ蝋燭の明かりがゆらゆらと揺れていた。聡叡は眉間に深い皺を寄せ、厨の調査を終えた飛燕の報告を黙って聞いている。

「……なるほど。では、あの茸は葵花妃の部屋の者が是非にと持ってきたのか」

「はい。実際、あの食材は他国では滋養強壮によいと珍重されている茸のようで、料理人もこれならと料理に使用したそうです」

「そうか。ただ、その次の料理に使用したあの魚は玲華の部屋のものだけ……と」

「玲華様がお好きな魚だと聞いたので是非使ってくれと、こちらは少量持ち込んだようです。皆の分には足りないため、言われたとおり玲華様のお部屋の食事のみで使用したと証言がありました」

「……このふたつを合わせてはいけないと、料理人たちは知らなかったのか」

「珍しい食材でしたので、気付けなかったのかと……」

「彼らはそれが専門だろう。ましてや後宮の料理を担当する者たちだ。食に関する知識は常に蓄えておいてしかるべきではないのか」

「陛下、お気持ちは分かりますが……」

　とんとんと指で卓を叩く聡叡の表情はますます険しくなり、全身から苛立ちと強い怒りが伝わってくる。

「少ししか口にしていなかったから玲華も吐き気と目眩だけで済んだが、もしすぐに気付かず食べ進めていたら、もっと重篤な症状も出ていたかもしれないと医官も言っていただろう。もしもそんなことになっていたら、私は厨で働く全ての者の首を落とすところだった」

「……」

　あながち冗談ではない聡叡の言葉に、飛燕は内心肝を冷やす。普段玲華に接する際の聡叡は非常に礼儀正しく愛情深いが、皇帝としての顔は存外冷淡だ。周囲に笑顔を見せることはほぼないし、私情に流されず常に冷静な判断を下す。だから、聡叡が即位してすぐ玲華の入宮を求める際に見せた私心に飛燕は驚かされたものだった。

「証拠となる食材の残りは確保し、葵花妃の部屋の周囲も兵で固めております。いかがいたしましょう」

「賜死ししだ。鴆毒ちんどくを渡し、明日の午うまの刻こくまでに身支度を整えてつつがなく終えるよう伝えろ」

　間髪入れず、至極簡潔に返ってきた答えに飛燕はぎょっと目を見開いた。賜死――つまり一緒に渡す毒で自ら命を絶てと、そう言っているのだ。

「お待ちください。仮にも陛下の妃、そう簡単に賜死をお求めになるというのはさすがに……。それに葵花妃のご生家は皇家とも縁の深い一族、そちらから輿入れした姫をそんな目に遭わせたとなれば、あちらも黙っては――」

「先に手を出したのはどちらだ？　飛燕」

「……っ！」

　平坦な声音はぞっとするほど冷たく、低かった。玲華には絶対に見せないであろう酷薄なまなざしで聡叡は静かに飛燕を見やる。

「もし私も同じように食していれば、私の身にも事は及んでいたかもしれない。となればこれはもはや私を暗殺せんと狙った行為で、国家転覆にも繋がりかねない重罪だ。そして玲華は皇帝である私を――ひいてはこの国すらも守ってくれた大恩人である。違うか？」

「そ……」

　医官いわく、あの食材はたしかに重篤な症状だと数日寝込むことにはなるかもしれないが、命までは別状のない代物だという話だった。しかし聡叡がそう言う以上はそういうものなのだ。

「本来であれば一族郎党全て刑に処さねばならぬところを、姫ひとりの命で贖あがなわせ他の者たちには累を及ばせずに済ます。これほどの温情を見せられて、なおも文句をつける者がいると思うか？　飛燕、私は何かおかしなことを言っているかな」

「……いえ」

　決して激高しているわけではないのに、聡叡の底知れない恐ろしさに飛燕の額に冷や汗が滲む。

「分かってくれたならいい。疾く鴆毒を用意し、葵花妃の元へ行くように」

「かしこまりました」

　深く頭を下げ、飛燕は血の気をなくし強ばった表情で執務室を出て行った。その背中を見送り、聡叡も部屋を出て玲華の元へ向かう。

　部屋に到着すると、泣き腫らした春鈴が出迎えた。案内は要らぬと伝え、まだ寝台で眠っている玲華の傍に座る。

「……玲華」

　そっと指の背で撫でた彼女の頬はまだ青白いが、医官の診察を受けていた際の苦しげな様子はもう見えなかった。少し白くなった唇がそれでもすうすうと穏やかな寝息を立てていることに安堵する。

「あなたが無事でよかった。危うく私は黄先生との約束を破ってしまうところでした」

　博仁にもしものことがあったときには必ず自分が玲華を守ると、十一歳の頃に約束をしたのだ。幼いとはいえその約束は未来の皇帝として、そして同じ女性を愛する〝男〟同士として強く真摯なものだった。
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　その日は玲華の同行がなく、少し残念に思いながら授業を受けていた。博仁と玲華がお互いを深く大切に想い合っていることはよく知っていたから、玲華への恋慕れんぼはもちろん口にするどころか態度に出すつもりすらなかったが、所詮はまだ子供の振る舞いで、博仁にはお見通しだったらしい。授業を終えて一息ついたとき、彼はくすりと悪戯っぽい微笑みを浮かべ聡叡に声をかけてきた。

「今日はあまり集中できていなかったようですね。彼女が来ていないからでしょうか」

「っ！　黄先生、私はそんな……」

「ふふ、隠さずとも大丈夫です。あの子は優しくてとてもいい娘ですから、気持ちは分かります」

「……」

　博仁は玲華のいない場所では彼女のことを妻ではなくあの子と呼ぶ。年齢が少し離れているのと、元々玲華が学びの師の娘で、幼い頃から妹のように可愛がっていたからなのだろう。

「あの子は――玲華は本当に、僕にはもったいないほどの女性です。だからこそ……申し訳ない」

「申し訳ない……？」

「彼女はそうと理解した上で婚姻を望んでくれましたが、僕はそう長く生きられる体ではありません。遠くない未来、彼女を残して逝かねばならないでしょう」

「そ……っ！　そんなことありません、この国の医療は日々進歩していますし薬だって医官たちが研究しています。だから黄先生だって……っ」

「ありがとうございます。ですが自分の体のことですから、自分がいちばんよく分かるのです。むしろ幼い頃から何度も死にかけていたのに、今日までこうして生きて殿下の教育係を仰せつかっているなどこの身に余る幸福です。なので死ぬのはもう恐ろしくない。恐ろしいのは、僕が死んだ後にあの子が苦しい思いをしないか……それだけです」

　静かな博仁の言葉は覚悟に満ちていて、本心からそれを言っていることが分かる。ならば、今伝えるべきことは、無責任な慰めなどではなく――。

「それなら、万が一のときは私が必ず玲華殿をお守りします。彼女が幸福に暮らせるよう国を治め、彼女がいつも幸福に笑っていられるように力を尽くします。もしも黄先生がいなくなっても、私の命が尽きるときまでお約束します」

　博仁の覚悟に応えるなら、生半可の約束では釣り合わない。未来の皇帝としてのまなざしでまっすぐに博仁を見つめると、彼は優しい微笑みを浮かべた。

「お強い瞳ですね。ありがとうございます殿下、殿下にそうおっしゃっていただければとても心強いです」

「任せてください。私は絶対にこの約束を違たがえることはありません」

　必ず守る。玲華のことも、博仁の覚悟も全て自分が誰にも傷つけさせない。十一歳の幼い心に、その誓いは深く刻まれたのだった。
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「う……ん……」

　ふと寝台から聞こえた小さな声に視線を落とせば、ゆっくりとまぶたを上げた玲華と目が合った。目覚めたばかりの彼女はどこか幼く見えて、その愛らしさに微笑みが浮かぶ。

「申し訳ない、起こしてしまいましたか」

「聡叡様……？　いえ、大丈夫です」

「気分はどうですか？　辛い部分などは」

「おかげさまで、大分楽になりました。医官様にいただいたお薬がよく効いたようです」

「それはよかった。もしもあなたに何かあってしまってはと心配しました」

「ご心配をおかけしてしまい申し訳ございません。ですが、聡叡様に危険が及ばずよかったです。……厨の皆様も大丈夫でしょうか。今回のことはきっと不幸な偶然で起きたこと、罰などなければよいのですが……」

「……」

　今夜の調理に関わった者は、安易に食材を受け取った者から気付かず調理した者、下働きの者に至るまで回数の違いはあれど既に鞭打ちの罰を命じている。しかしそれをおくびにも出さず、聡叡は柔らかな笑みで頷く。

「大丈夫、彼らには今回どうしてこのようなことが起こってしまったのか調査に協力してもらっています。あなたは気にせずゆっくり休んでください」

　玲華の頭を撫で、艶やかな黒髪を指で梳すく。心地よさそうに目を細めた彼女に瞬間爆発的な愛情を感じ、無意識に唇を寄せていた。衝動のまま玲華の唇に口づけを落としそうになったが寸前に我に返り、急いで頬へと位置を変える。

「……また来ます。何かあればすぐに飛燕に言付けてください。あなたのためならすぐに伺いますから」

「あ……」

　あまり長居をして休む邪魔をしてはいけないだろう。体を起こし立ち上がろうとしたところで、ふと衣を引かれた気がした。視線を落とせば寝具から伸びた玲華の指がまるで引き留めるように衣を摘んでいて、それからすぐに離される。

　どうやら彼女自身も無意識のことだったのか、血の気の少なかった頬を薄赤く染め、どこか気まずそうに瞳を伏せている。その仕草と表情につい期待をしてしまいそうになるが、慌てて自分を律していつも通りの微笑みを装う。

（体が弱っているときは自然と誰かにすがりたくなるものだ。他意はない……あってくれたらいいのだけれど）

「それではお休みなさい」

「……お休みなさいませ、聡叡様」

　そっと上がった瞳が自分を見つめるのを見て、胸の内が熱くなる。先ほど膨れ上がった愛おしさが再び溢れそうになるのを押しとどめ、聡叡は玲華の部屋を出た。
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「……まあ、では葵花妃は明日までに鴆毒で……。そう、お可哀想……」

　葵花妃が賜死を命じられたことは、買収していた葵花妃付きの女官からすぐに伝えられた。すっかり夜も更けた寝台の上でそれを聞いた月季妃は、眉を潜め痛ましげに目を伏せる。

「せっかく仲良くしていたのに、こんな結果になって悲しいわ。本当にお可哀想……頭が残念すぎて、涙が出てくるくらいお可哀想ね」

　沈痛な面持ちをしながらも、月季妃の薄い唇は明らかに笑みを浮かべている。泣きだす前のように震えていた肩は、いつのまにか忍び笑いのそれに変わっていた。

「まったく、もっと誰か人を介すとか上手いやり方があったでしょうに。馬鹿正直に自分の女官に食材を届けさせるなんて、自分が犯人ですと言うのと同じでしょう。せっかく食材の組み合わせで生じる毒なんて判明しづらい方法を教えてあげたのに、頭の悪い人はせっかくの材料も活かしきれないのね」

　あの食材の組み合わせだけでは死ぬまではいかないが、体が弱ったところでまた葵花妃をそそのかし弱い毒物を届けさせる算段を立てていた。玲華が無事に命を落とした後はそれとなく聡叡に葵花妃の行為を伝え、不要になった彼女も排除して唯一残った自らが寵愛を独占する――それが月季妃の計画だった。

「それなのに生き残るなんて、本当に悪運の強い、忌々しい女……」

　美しく爪紅つまべにで染めた爪を噛んだ月季妃の目に憎々しい炎が灯る。せっかく始末できると思った玲華を逃したのも悔しいが、何よりも腹立たしいのは。

「何故陛下はあの女のところにいたの……？　私のところにはもう一ヶ月以上いらしてくださっていないのに。第一妃の私をさしおいていつまでもあんな……。許せない……こんなのは間違っていてよ。それなら間違いは――正さないといけないわよね？」

　虚空を睨みつける月季妃の顔はひどく歪み、どろどろと煮詰まった情念がこもっていた。

















第三章












　一週間後、玲華の体調はすっかり良くなっていた。しばらく大事を取って部屋で休み続け久々に外へ出ると、後宮の内部は少し変わったようだった。なんでも葵花妃は病で生家へ戻り、厨の人々も大多数が入れ替えられ、新たな人員になったのだという。自らが知らないうちに色々と変わっていたことに驚きつつ、玲華は今夜のための準備を整えていた。

　部屋に飾るための花をいつもより多く所望したり、普段はあまり嗜たしなまない酒を自ら用意したりする玲華の姿に春鈴は首を傾げる。

「玲華様、今夜は何か特別なことでもあるんですか？」

「ええ、私にとっては一年でとても大事な日……今日はね、博仁様の命日なの。お亡くなりになられたのが夜だから、追悼も夜にしているのよ」

　実家にいた頃は、毎年ひとりで静かに彼の死を悼んでいた。博仁の両親は既に亡くなっており兄弟姉妹もいないから、彼の死を覚えているのは玲華の家族も含めてそう多い人数ではない。だからこそ、入宮してもこの日だけは毎年と同じようにしたかった。本来なら皇帝のものとなった身の上で前の夫を懐かしむなど褒められたことではないが、聡叡ならば許してくれるだろう。

「今夜は春鈴も早く休んでいいわ。博仁様を懐かしみながらのんびりと過ごしたいの」

「分かりました」

　まだ若い春鈴には博仁の記憶はあまりないが、玲華がとても愛していた人だということは知っていたため余計な口を挟むことなく了承する。玲華は微笑みを浮かべ、黙々と準備を続けた。

　そうして、夜。上空に昇る月を眺めながら、月光の落ちる庭に設置した卓で空の玻璃杯グラスに少し酒を注ぐ。用意した酒は自分が飲むためのものではなく、全て博仁のためのものだ。彼も酒は弱く、ほんの一杯を少しずつ味わうのが好きだった。けれどすぐに酔いが回り顔を赤らめていて、その姿がとても可愛かったことを覚えている。懐かしい記憶にひとりくすくす笑っていると、静かな足音が近づいてきた。

「玲華、黄先生とお月見ですか」

「聡叡様」

　月影に照らされ優しく微笑む聡叡の手には、これも博仁の好きだった水蜜桃すいみつとうが入った籠がある。今の時期には手に入れづらいはずだから、わざわざ手配してくれたのだろう。

「きっと今夜は黄先生と一緒に過ごしているだろうと思いました。私もご一緒して構いませんか？」

「ええ、もちろん歓迎いたしますわ。聡叡様も覚えていてくださったのですね」

「こんな大事な日を忘れはしませんよ。この日は私も人知れず、黄先生を悼んでいました」

「お心遣い、嬉しく存じます。聡叡様、よろしければお酒をいかがですか？」

「ですがそれは黄先生のためのものでは……」

「彼はほんの一杯ですぐに酔ってしまいますから、こんなに飲んでは倒れてしまいます。私もほとんど飲めませんので、誰にも飲まれずにいてはせっかくのお酒ももったいないです」

「では……お言葉に甘えていただきましょう」

「少々お待ちくださいませ。今、中から杯を持ってまいります」

　室内からもうふたつほど杯を持ってきて酒を注ぐ。ひとつは聡叡の、もうひとつは玲華の分だ。玲華の杯には博仁に注いだくらいと同じく少量だけ注ぎ、ふたりで軽く杯を打ち合わせる。続けて博仁のそれにも杯を当てれば、澄んだ高い音が静かな夜の中に響いた。白い満月が水面に揺れる酒をそっと口に含み、まろやかな甘みを嚥下えんげする。

「ふふ、博仁様はほんの一口呑んだだけですぐに顔が赤くなったのですよ。酔っていないとおっしゃる声もいつもよりどこかのんびりとなさって、あれはきっと酔っていらっしゃいましたわね」

「それでしたら、私も黄先生が文官から宴席に呼ばれている姿を一度見たことがあります。たしかに酔いがすぐ顔に出る方でしたね」

　ゆっくりと酒を傾け、切った水蜜桃を摘みながら思い出話に花を咲かせる。春鈴は早めに部屋に戻しているから、玲華の住む宮は今夜、特に静かだ。

（そういえば、博仁様が亡くなった日もこんな綺麗な月夜だったわ）

　それまでの苦しげな闘病生活が嘘のように、あの晩の博仁は穏やかだった。今際いまわの際は夫婦水入らずに過ごさせてやろうという家族たちの気遣いで、最期まで静かに会話を重ねた。耐えきれず泣いてしまったこちらの頭を優しく撫でてくれた手の温もりを未だに覚えている。それは幼い頃に慈しんでくれた兄のような存在だったときの手でもあり、愛しい夫であったときの手でもあった。

　泣く玲華の涙を拭い、博仁は穏やかな声で最期の言葉を口にしていた。

「玲華、どうか泣かないでおくれ。僕は先に逝くけれど、君のことはいつも見守っている。だから僕が死んだ後、君が――」

（〝君が〟――……。あの後、博仁様は何と続けたのだったかしら）

　曖昧な記憶を思い出そうと首を傾げたものの、どうにもぼんやりもやがかかっていて思い出せない。仕方なく一旦思い出すのを諦めて聡叡に視線を向け、玲華は軽く目を見開いた。

　久々の博仁を懐かしむ話題に酒が進んだのか、聡叡は大分酔いが回っているようだった。普段なら酒を呑んでもほとんど顔に出ることのない彼の珍しい姿を意外に思いつつも、ぼんやりとしだした聡叡の傍に行き支える。

「聡叡様、大丈夫ですか？　お水をお持ちしましょうか」

「ああ、いえ……。大丈夫、このくらいでは酔いませんよ」

「ですが……」

　目元は赤くなってきているし、吐息からも甘い酒の匂いがしている。やはり水を持ってこようと歩きかけたところで、不意に熱い手に手首を掴まれた。

「待ってください。玲華、行かないで……ここに、私の隣にいてください」

「聡叡様？」

　どこか熱を孕んだ声に振り向けば、そのまま手を引かれて抱き寄せられる。その拍子に聡叡の膝へ横向きに腰を下ろしてしまい、慌てて体を引く。

「申し訳ございません、不作法な真似を……。すぐにどきますから」

　けれど立ち上がろうとした体はますます強く抱きしめられ、首筋をくすぐるように吐息が当たる。

「だめです。このまま離れないで……」

「……っ！」

　耳元で囁かれた艶やかな声に思わず肌が粟立つ。玲華自身はほんのわずかしか酒を口にしていないのに、こうして酒の香りのする吐息を間近で感じ熱のこもった腕にきつく抱きしめられると、まるで自分もひどく酔っている心持ちがした。

　咄嗟に動けず戸惑っている間に、乾いた唇が耳朶に口づけ、首筋をなぞる。さらに時折鈍い痛みが落ち、ぞくりと震えが走った。

「あっ！　……っん、んん……」

　無意識に漏れてしまった声を慌てて押し殺し、唇を両手で覆う。聡叡の動きは止まらず、唇だけでなく手も玲華の体の上をなぞり始めた。衣の上からとはいえ、入宮の儀の夜を思い出させる手つきにぴくんと反応してしまう。

「あっ……聡、叡様……待っ……んぅ」

　隠しきれず漏れる声は自分でも分かるほど甘い。止めなければと思うのに、柔らかな愛撫にどんどん力が抜け、抵抗できなくなっていく。唇が鎖骨を滑り、衣から見える胸元のぎりぎりにまで落ちても。熱を持った大きな手が腰をなぞり足を撫でても。密着した聡叡の下半身から何か硬いものが当たり始めていることに気付いても。それでも、無理に抵抗することができなかった。相手が皇帝だからとか自分が妃だから抵抗できなくてとかそういうことではなく、ただもっと単純に――。

「……玲華」

　雪のように白い胸元にいくつかの赤い花びらを残した後、聡叡がゆっくりと顔を上げ玲華を見つめる。わずかに掠れた声音と射抜くような視線に身動きが取れない。淡く染まった薄い唇が静かに自分のそれに近づいてくるのを、玲華は潤んだ瞳でぼんやりと見る。

　だがそれがもうあとほんの一寸ほどで届くというところで、聡叡ははっと我に返った様子で慌てて玲華の肩を掴み遠ざけた。そして玲華の肌に散った赤い痕やわずかに着崩れた衣を見て、自らのしたことを察し顔を青ざめさせる。その表情に先ほどまでの酔いや恍惚はなく、強い自責の念だけがあった。

「申し訳ありません。あなたの気持ちを待つと言ったのに、私は……！」

「聡叡様、謝っていただかなくとも平気です。少々酔いが回ってしまっただけですわ、私は気にしておりませんから」

「ですが、今宵は黄先生の命日なのに私はこんな……。失礼しました、私はもう戻ります」

「聡叡様……」

　玲華にちらりとすまなそうに視線を向け、聡叡は足早に玲華の宮を去っていってしまった。ひとり残された玲華はまだ聡叡の熱が残る体を抱きしめ、長い息を吐き出す。

（……怖かった）

　聡叡がではない。もし聡叡が正気に戻っていなければ、そのまま彼の欲を受け入れてしまいそうだった自分が怖かった。愛する博仁の亡くなった日に彼以外の男性にごく自然に身を許そうとした自分自身に驚き、博仁への想いを忘れてしまうのではないかという現実が恐ろしかった。

（ごめんなさい博仁様。私、私は……）

　ぎゅっと目を瞑り心の中で博仁に謝る。けれど閉じた瞼の裏に映るのは先ほど鼻先が触れ合うほど近くで見た聡叡の熱いまなざしで、どれだけ忘れようとしても消えてはくれなかった。






　それからしばし、聡叡は玲華の部屋を訪れることはなかった。とはいえ毎日のように花や珍しい果物、菓子などは届けられているから愛情が失われたというわけではないらしい。大方、先日の出来事を気にして顔を出せないでいるのだろう。さらにその数日後、久しぶりに顔を出したのは飛燕だった。なんでも、皇家の方々は祖先祭祀を行うため明日から明後日にかけて宮殿を留守にするらしい。

「ですので、明後日まで陛下はお越しになれません。祭祀の警備のため兵も多く同行しますので、宮殿内の人員が減り少々物寂しくなるかと思います。もちろん後宮の警備は通常通り行いますが、念のため玲華様も戸締まり等お気をつけください。外に警備の者たちはいるものの、月季妃の宮に比べこちらの宮は女官も春鈴しかおりませんので心配です」

「心配してくださってありがとう。でも明後日までのことですから、きっと心配ありませんわ。私どもよりも聡叡様と明珠様に、お気をつけて行ってらっしゃいませとお伝えいただけますか」

「承知いたしました。……ああそれと、こちらは本日の陛下からの贈り物です」

　飛燕が帰っていったあと彼が置いていった籠を見ると、中には色鮮やかな花束に花の形を模した月餅、そしてふたつに分かれた佩玉はいぎょくの片方が入っていた。

（聡叡様……）

　彼から向けられる愛情を感じるたび、先日のことを思い出して怖くなる。自分が聡叡に惹かれ始めていることは最早もはや否定しようがないほどはっきりとしているが、それは博仁に対しての裏切りに他ならないのではないか。それでも、恐らくもう片方は聡叡が持っているのであろう佩玉が嬉しく、玲華はそっとそれを腰に飾った。

　翌日、出かけていく人々の声を遠くに聞き、部屋の窓を開けて声の方向を見つめ聡叡たちの旅路が無事であるよう祈る。葵花妃が抜けた今、後宮内に住んでいるのは月季妃と玲華だけで、彼女もここ最近は玲華にちょっかいを出さなくなったので顔を合わせることすらない。ほっとする一方、突然ぱたりと何の嫌がらせもなくなったことを少し不思議にも思う。

（私ごとき、嫌味を言う価値もないとお気付きになったのかしら）

　ともあれ、気苦労はないに越したことはない。それ以上は気にせず、再び窓を閉める。

「飛燕の忠告もあるし、今夜はいつも以上にしっかりと戸締まりをしましょう。もっとも、後宮は宮殿内でも安全な場所だからそこまで心配はないでしょうけれど」

　後宮への入り口は屈強な兵士たちが終日守りを固めているため、外から忍び込むことはたとえ鼠一匹すら難しい。そのため後宮内で気をつけるべきは、暴漢よりも他の妃だ。とはいえ月季妃は冷静で頭が回る、わざわざ格下の玲華に対して愚かしいことはしてこないだろう。

（そうよ、きっと大丈夫。……大丈夫、よね？）

　何故か今日は妙に心がざわめき、落ち着かない。嫌な感覚を振り払うように玲華はぎゅっと佩玉を握った。






　しかし、そういった予感はよく当たるものである。すっかり夜も更けた頃、玲華は不穏な気配に気付き目を覚ました。誰かが――部屋にいる。

「春鈴……？」

　この宮の中にいるのは自分と彼女だけだ。しかし新月の薄暗い晩、少しずつ夜目よめが慣れてきた先にかろうじて見えたのは明らかに男の影だった。

「っ！　だ……」

　誰、と叫ぼうとした声は飛びかかってきた男の手に塞がれ喉の奥で潰れる。兵士の格好をしているがその顔に見覚えはなく、男の持つどこか崩れた雰囲気は明らかに警備兵のそれではない。

「しーっ、静かにしてな。あんたが声を上げたらあっちの娘が今すぐ死ぬことになるぞ？」

「……っ！」

　口を塞がれたまま視線だけを部屋の隅に向ければ、闇の中にもうひとり男の姿が現れる。その腕には表情を強ばらせた春鈴が静かに涙を浮かべていて、首元に小刀を押し当てられていた。

（春鈴！）

「り、玲華様……」

「状況は理解できたかい？　叫ばないって約束できるなら口を離してやる。約束を破ったら――どうなるかはもちろん分かってるよな」

　男の言葉に何度も頷けば、押さえられていた口が解放される。とはいえ助けを呼ぶわけにもいかず、恐怖を押し殺し震える声で尋ねる。

「何が目的ですか。お金なら、この宮にある物を何でも好きに持って行ってくださって構いません。ですから、あの子のことは離してあげてください」

「ふうん？　従順だな、手間がなくていい。だが残念ながら目的は金じゃあないんだよなあ。それなら後で依頼主からたんまりもらえる予定になってるからな」

「それなら何を……」

「依頼主はあんたの命をお望みなんだよ、お妃さん。しかも、変に周りが疑われないように自分で死んでほしいんだとよ。そら、ご丁寧に毒薬のおまけ付きだ」

「……！」

　さらりと告げられた言葉に大きく鼓動が跳ねた。血の気が引き、鼓動が耳奥でうるさく響く。ぽんと投げられた小さな布包みを恐る恐る開くと、中には液体の入った小さな小瓶が入っていた。

「量は少ないが、よく効くらしいぜ？　ちっとばかし苦しいのと死んだ後に醜くなるのが玉にきずらしいが、長々死ねないよりはましだろ。どうやら依頼主はあんたが美しいまま死体になるのがお好みじゃないらしい」

「……一体どなた、が」

　一応聞いてはみたが、心当たりと言えばひとりしか浮かばなかった。それでももし玲華が本当にこの毒を含んで死んだとしても、証拠がない限り彼女が罪に問われることはないだろう――何せ月季妃は多くの高官たちの支持を受けて入宮した第一妃で、先代の皇帝夫妻とも親しい皇家の遠縁に当たる一族の姫なのだから。

　案の定、男は笑うだけで答えはせず、消していた燭台の蝋燭に一本火をつけるとその明かりで玲華の顔をまじまじと見つめた。値踏みするような視線が不快で顔を背ければ、片手で乱暴に顎を掴まれ再び前を向かされる。

「本当はあんたと一緒にそこの娘ともども始末して来いって言われてるんだが……お妃さんよ、取引しねえかい。あんたが俺の言うことに素直に『はい』と従うならあの娘だけは逃がしてやってもいい」

「……！　本当ですか」

「ああ。ただし、俺たちのことをべらべら話さないことを約束するのが絶対条件だ。誰かに話せないよう、念のため喉も潰させてもらった上でどこか遠く離れた土地に放り出してやる。それでも命あっての物種ものだねだ、喋れなくなっても生きてるだけめっけもんだと思わねえかい？　まあ、あんたには最終的に死んでもらわにゃならねえが」

「……分かりました。私のことは構いません、ですから彼女のことだけは助けてあげてください」

　元より春鈴は巻き込まれてしまっただけだ、こんな場所で死んでいいはずがない。自分のせいで声を失ってしまうのは非常に心苦しく申し訳ないが、せめて命だけでも助けてあげたい。生きてさえいれば、いずれ声を取り戻すための医術だって生まれるかもしれないのだ。

「私は一体何をすればよろしいのですか」

　覚悟を決めた玲華に、男の下卑た視線が向けられる。にやついた顔で舌なめずりし、男はやにわに玲華の胸を衣の上からわし掴んだ。痛みと衝撃で眉を歪めたのも気にせず、男は強引に玲華を押し倒すと力加減を知らない手で豊満な乳房を好き勝手に揉みしだく。

「お妃さんよ、世間知らずなのかい？　金が要らねえとなりゃ、あとは欲しがるもんは決まってるだろ。ったく、いやらしい体つきしやがって。さっきから一物いちもつが疼いて仕方ねえ」

「……っ」

「死ぬ前にお相手してくれよ。どうせ毎晩のように皇帝陛下に股を開いて可愛がってもらってるんだろ？　この国の頂点と穴兄弟になれるとは光栄だねえ」

「痛い、やめて……っ」

「おいおい、本来ならふたりとも殺すところを譲歩してやってるのにその言い草はないんじゃねえか。それとも、あの娘も今すぐ始末してやろうか？　あんたの死体はなきゃ困るが、あんな女官ひとりくらいどこぞに埋めちまったって構わないんだ」

　玲華の胸を弄り続けながら、男は冷酷な声で告げる。冴え冴えと冷えた声は冗談を言っている様子ではなく、はっと息を呑んで口を噤む。

「そう、大人しくしてなよ。そうすりゃあんたにだって悦い思いをさせてやるさ」

「玲華様！　おやめください、私のことなんていいですから……！」

　男に良いように弄ばれる玲華を見て、春鈴が涙を流して悲痛な声を上げる。細い首へわずかに刀が触れて赤い血が滲んだがそれでも身じろぐのをやめようとしない春鈴に、押さえつけている男はうんざりした顔をする。

「うるせえなあ、がたがた騒ぐんじゃねえよ。あまりうるさいならお前もここで犯してやるぞ。こんな小娘なんかより本当はあっちのお妃さんの方が断然いいんだが、仕方ねえ。たまにはガキくさいのも趣向が変わっていいか……」

　刀を押し当てたまま、そちらの男はもう片方の手で乱暴に春鈴の衣を乱していく。その様子に、玲華は組み敷かれたまま慌てて声を上げた。

「おやめください！　お相手なら私がしますから、春鈴には触れないで！」

「へえ、ふたりいっぺんにお相手してくれるのかい。そりゃあいい、あんたならこんなガキよりずっと楽しめそうだ」

「なんだ、俺だけの女にするつもりだったのに。まあいい、来るならさっさと来いよ。そこの小娘は柱にでも縛り付けとけ」

　もうひとりの男はさっさと春鈴を縛り猿ぐつわを噛ませてから、いそいそと寝台へやってくる。獲物を前にした獣のようにぎらついた四つの目は、醜い欲望を込めて玲華を見つめている。

「さてと、夜は長い。たっぷり楽しませてもらうとするか」

「そうだな。じゃあお妃さん、衣を脱ぎな。あんたには自分で死んでもらわなきゃならねえから、俺たちが衣を破くわけにゃいかねえ」

「……分かりました」

　屈辱と羞恥を飲み込み、体を起こして衣に手を掛ける。猿ぐつわを掛けられながらも呻き続けている春鈴を安心させるようにちらりと微笑みを向けてから、身にまとっていた物を全て脱いでいく。一枚脱ぐごとにあらわになる白く豊満な肉体を、男たちは下品に囃はやし立てる。そうして玲華の身にまとうものが何もなくなった頃には、既に我慢できない様子で息を荒げ、取り出した自らの陽物を扱しごきながらさらに要求した。

「お妃さん、俺たちにどうして欲しいんだ？　言ってみろよ、せいぜい俺たちのやる気が出るような言葉を頼むぜ」

　欲望に満ちたふたりがどんな答えを求めているかは分かっている。玲華は心を無にし、瞳を伏せながらこれまで口にしたことのない屈辱的な言葉を小さく囁く。

「お願いいたします……どうか、おふたりでこの淫らな女を可愛がってくださいませ」

「はははっ、こりゃあいい！　皇帝陛下のお妃さんは俺たちにたっぷり可愛がってほしいんだとよ！」

「こいつぁとんだ好き者だ。いいぜ、お望み通りたっぷり犯してやる」

「おい、だが中には出すんじゃねえぞ。痕をつけたりするのも駄目だ。そんなのが残ってたら死んだ後に怪しく思われる」

「ちぇっ、分かってるよ。ったく、この腹が膨れるくらい俺のを注ぎ込んでやりたかったのにな。まあいい、それじゃあ早速楽しませてもらうとしようぜ」

「……っ！」

　抵抗できない裸の体を、四つの手が好き勝手に這い回る。肌を舐る濡れた舌の感覚もまるで配慮なく動く指も全てが気持ち悪くてたまらなかったが、ぎゅっと目を閉じて耐える。このまま男たちに穢され凌辱されつくして、最後には毒をあおって自ら死ぬのだろうか。せめて春鈴が本当に安全な場所まで逃げるのを見届けてから死なせてもらいたいと、知らず涙が溢れてくる。

　鳴咽を漏らさないよう唇を噛み、少しでもこの状況を忘れたいと別のことを考えると、まず頭に浮かんだのは聡叡の顔だった。博仁よりも先に彼の顔が浮かんでしまったことに自分でも驚きつつも、次々と聡叡のことばかりが思い出される。続いて博仁との思い出もよみがえったが、その記憶は彼が亡くなった当日のもので、先日思い出せなかった最期の言葉について急にもやが晴れた。

（……そう、思い出した。博仁様はあのとき――）

　思い出した瞬間、太い指が玲華の下半身にも伸ばされてその感触にはっと目を開ける。

「へへへ、そろそろこっちも可愛がってやるとするか。……なんだ、全然濡れてねえな。このお妃さん、不感症か？」

「まあ別にいいだろ。俺たちはただこの穴に突っ込めりゃいいだけなんだから」

　ついにここも暴かれてしまうのかと目を瞑り直し、覚悟を決める。しかし横を向いて息を詰めた玲華が次に感じたのは下半身を割り開かれる痛みではなく、何か鋭いものが空を裂く音と男の耳障りに引きつった呻き声だった。次いで体にのしかかっていたふたり分の重みが一気に離れていく。

（!?　一体何が起こって……）

　恐る恐る目を開けようとして、何も身にまとっていない裸体にふわりと何かがかけられる。肌触りのいい上等な布地はどうやら外套のようで、それからはここにいるはずのない聡叡の香りがした。

（え……？　まさか……）

　掛けられた外套で体を隠し、おずおずと顔を上げる。蝋燭の炎が一本だけ揺れる薄暗い室内には先ほどの男たちの他にも新たにふたり増えていて、片方の人影は春鈴の縄を解き、もうひとりの人影はこちらに背を向けて床に転がった男たちと対峙していた。彼の持つ細身の剣の切っ先からは何かがぽたぼたと垂れ、室内に血の臭いが漂う。

「ひっ、ひいい……！」

「あ、ああ……」

「――その薄汚い手と舌で彼女に触れたのか？」

　泡を食った男たちの声に被さるように、ぞっとするほど抑揚のない低い声が響く。決して大きな声量ではないのに室内の空気を一気に凍らせたそれは、たしかに聞き覚えのある聡叡のものだったが、玲華はこれまで彼のこんな声は聞いたことがなかった。

「私が問うている。答えよ」

「そ、こ、これは……違うんです、俺たちはそちらのお妃様に独り寝は寂しいからと誘われて――ぎゃあっ！」

「問うた以外のことを勝手に話すな。私の言葉を聞いていなかったのか？　ただの飾りならもう片方も要らぬな。……そもそも、愚にも付かない妄言を吐くな。耳が腐る」

（この方は……本当に聡叡様？）

　血の臭いが強くなる。片耳を押さえる男の手からは赤いものが溢れ、床には何やら血塗ちまみれのものがひとつ落ちていた。

（あれは……あの人の……）

「答えよ。彼女に触れたのか」

「は、い……。ふ、触れ……ました……」

「そうか。ならば、その手と舌も要らぬな。玲華に触れた他の部分も、全て必要ない。貴様らごときの命では到底贖うことはできないが……」

　音もなく剣が持ち上げられ、血のついた剣先に蝋燭の火が反射して揺らめく。聡叡の本気を感じ取り、思わず声にならない声を上げた――そのとき。

「陛下、お待ちください！」

　野太い飛燕の声が室内に響き、聡叡の剣が止まる。飛燕の腕の中では既に春鈴が真っ青な顔で気を失っている。聡叡が影になり惨状の全ては見えていない玲華と違い、春鈴は恐らく真正面からその光景を見てしまったのだろう。彼女の衣の裾にはかすかに血痕が飛んでいた。

「その者たちにはまだ聞くことがあります。殺してはなりません」

「だが……」

「それに、ここには玲華様もいらっしゃるのですよ！　これ以上このような光景をお見せするおつもりですか」

　それを聞いた途端、聡叡の背がぴくりと震える。静かに剣が下げられ、彼がゆっくりとこちらを向いた。

「……玲華」

　振り向いた聡叡の瞳はこれまで見たことがないほど暗く沈んでいて、背中に震えが走る。けれどひとつ瞬いた後は玲華のよく知る優しい瞳に戻っていて、聡叡はかしゃんと剣を落とすとそのまま大股でこちらに近づき強く抱きしめた。外套越しに感じる彼の温もりに、冷えていた体に少しずつ体温が戻り始める。

「早く着けずすみませんでした。私がもっと前にあなたの元へ来ていれば、怖い思いをさせずに済んだのに……」

　大きな手に髪を撫でられ、頬を擦り寄せられる。先ほどまで剣を振るっていた手はそれでもとても優しく、温かい。

「……あ」

　ふと、聡叡の白い頬に数滴の血が飛んでいることに気付き指を伸ばす。しかしそれに触れる直前、気付いた聡叡が腕を緩めてさっと体を引いた。

「触れてはいけません、あなたの手が汚れてしまいます。……先ほどはお見苦しい場面を見せてしまいすみませんでした。玲華、私が――恐ろしいですか？」

「…………」

　先ほどまでの聡叡と同一人物であるとは信じられぬほど、尋ねる声はか細く、こちらを見つめる瞳も弱々しかった。玲華はもう一度手を伸ばして聡叡の頬を血の付いた場所ごと手のひらで包み、大きく首を左右に振る。

「……まったく怖くないと言えば嘘になりますが、恐ろしさよりも感謝の方が何倍も大きいです。聡叡様、春鈴と私をお救いいただき、感謝いたします」

「玲華……」

　一度離れた体を再び抱き寄せられ、きつく抱きしめられる。その力強さに改めて無事を感じ、涙が溢れた。






　その後、男たちは飛燕たちに連れて行かれた。こうして聡叡自身が出てきてしまった以上、恐らく月季妃にも後ほど何らかの沙汰は下されることだろう。部屋が血に濡れてしまったため今夜はそこで休むことはできず、春鈴は使用していない後宮の一室を借りることになり、玲華は聡叡の勧めで朝まで彼の私室で休ませてもらうことになった。深夜ながら用意してもらった湯で体を清め、聡叡の部屋で彼が戻るのを待つ。やがて入ってきた聡叡は玲華の姿を見ると表情を緩ませた。

「待っていてくださったのですか。疲れたでしょう、先に休んでいてよかったのに」

「いえ、そういうわけにはまいりません。聡叡様にもう一度改めてお礼をお伝えしたかったですし」

「礼など要りません。むしろ、我が兵が警備していながらあのような事態になり謝らなければいけないほどです。今後は外からの侵入だけでなく、今以上に内側の警備にも力を入れねばなりません」

「謝るなど……聡叡様がいらしてくださらなかったら、今頃私も春鈴もどうなっていたか分かりません。本当にありがたく存じます。……ですが、何故聡叡様はこちらにお戻りになられたのですか？　今夜は祖先祭祀で明日までお戻りはないはずでは……」

「その予定でしたが、あなたにお贈りした佩玉の片方の留め紐が夕方急に千切れてしまって。どうにも不安が拭いきれず、祭祀を終えたあと急いで戻ってきたのです。……まさかあんなことになっているとは想像していませんでしたが、間に合って本当によかった」

　長く深いため息をつく聡叡の安堵した表情に愛情を覚え、口元に自然と微笑みが浮かぶ。椅子から立ち上がり今度は自ら彼にそっと抱きつくと、腕の中で瞬間硬直した聡叡はぎこちなく後ずさり距離を取った。普段は見せないその仕草に切なさを感じる。

（やっぱり……仕方のないことだったとはいえ、他の男性に体を触れさせてしまった私ではもう好いてはいただけないかしら）

「はしたなく抱きついたりして申し訳ございません。……私のことは、もう汚れてしまったとお思いになりますか？」

　抱きついていた腕を放し瞳を伏せて尋ねると、強く両肩を掴まれた。力強い手に顔を上げれば、眉を怒らせた聡叡と視線が合う。

「あなたが汚れたなど、思うはずありません。どんなときであろうと、何があろうとあなたは清らかで美しいままです」

「でも……先ほど……」

「あ……。いえ、あれは違うんです。あなたが嫌で避けたわけではなく、むしろ――あのままでいたら何をしてしまうか分からなくて、だから距離を取っただけです」

　気まずげな聡叡の言葉に瞳を瞬かせる。いまいち意図が汲みきれず小さく首を傾げた玲華に、聡叡は話しにくそうに言葉を続ける。

「こんなことを言えば呆れられるかもしれませんし、また恐ろしく思われてしまうかもしれませんが……私は、あなたに触れたあの男たちに激しく嫉妬しているのです。ですから、あなたとあまり近くで触れ合ったままでいると、あの暴漢たちが触れた部分を全て上書きして消してしまいたくなる。怒りにまみれた今の状況ではきっと理性も効きづらいでしょうから――それが怖くて、あなたを遠ざけただけです」

「……そうだったのですか。それなら」

　もう一度腕を伸ばして、先ほどよりも強く彼に抱きつく。そうして温かな胸に頬を寄せ、小さく息をついた。

「それなら、もう遠ざけないでください。我慢もなさらなくて結構です。全て聡叡様の望むようにしてくださってよろしいですわ」

「……っ！」

　頭上で小さく息を呑む音が聞こえる。胸に当てた耳に聞こえる鼓動はひどく大きく、速い速度で刻まれている。

「……玲華、もしも先ほどの礼にとそんなことを言っているのならば気にしないでください。前にも言ったでしょう、私はあなたの心が少しでも私に向いてくれるまでいつまでも待つと。ですから――」

「ええ、なので……申し上げたのです」

「……え？」

　顔を上げてまっすぐに聡叡を見る。困惑と期待の入り混じった琥珀色の瞳に微笑み、唇を開く。

「思い出したのです。博仁様が今際の際に私に何と言い残したのか」

「……黄先生は、何と？」

「幸せになってほしいと、そう言っていました。〝自分が死んだ後、誰かをまた好きになることがあっても〟……」






　――僕が死んだ後、君が誰かをまた好きになることがあっても、それは裏切りじゃない。僕は君がまた幸せになる姿を見たい。僕がいなくなっても君の幸福を諦めないで、幸せになってほしいんだ。






　亡くなる寸前、博仁はそう言って穏やかに微笑んでいた。彼がいなくなるのが怖くて泣いていたせいでほんの少し前までその遺言を忘れていたけれど、今ははっきりと思い出せる。

「死に直面したとき、最初に頭に浮かんだのは聡叡様のお顔でした。ですが、博仁様を完全に忘れることもできません。どちらつかずの曖昧な気持ちでこんなことをお伝えするのは心苦しいですが……私は、博仁様だけでなく聡叡様のこともお慕いしております」

　こんな優柔不断な言葉を告白と言っていいのか分からないが、今の玲華の紛れもない本心だった。

「…………」

「……聡叡様？」

　しばし無言になった聡叡に不安になり、おずおずと名前を呼ぶ。すると不意に力強く引き寄せられ、そのままぎゅっと抱きしめられる。

「玲華……嬉しいです。あなたの心に、黄先生だけでなく私のことも置いてもらえる。あなたの想う相手のひとりに私も加えてもらえるなど……光栄の極みです」

「あ……」

　額や耳、両頬に軽く口付けられ、もう一度視線が合った。

「唇にも、口づけをしていいですか？」

　初夜当日、ここへの口づけは玲華の想いが自身に向くまでしないと誓っていた聡叡の真剣な声音を思い出す。

「……はい。してください、聡叡様」

　目を閉じて彼の唇が降りてくるのを待つと、やがて静かに唇が触れた。八年前のあの晩にも唇を重ねたことはないから、本当にこれが彼との初めての口づけだ。初めて交わす聡叡との口づけは優しく、どこか甘い。心地よい感触に二度、三度と繰り返せば徐々に口づけが深まっていく。

「ん……ふぁ、は……っ」

　そっと差し込まれた舌を受け入れ、柔らかく口内を探られつつ混ざり合う唾液を飲み下す。何度も口づけを交わし頭の芯がぼやけてきた頃、ふわりと体が浮いた。抱き上げられたまま部屋の奥へ運ばれ、優しく寝台に下ろされる。

　覆い被さるように組み敷いてきた聡叡の目には入宮した日の夜と同じく熱い情欲が灯っていたが、今日は焚きしめられていたあの香はない。そして妃としての務めがあったあの晩とは違い、今夜は自らの意思で彼に抱いてもらうことを望んでいる。見つめられるだけで体の奥が溶け、密壺が潤み出しているのが分かった。はしたない自分を恥ずかしく思いつつも、もっと近づいてほしくて腕を伸ばして聡叡の背中に回す。近くなった距離でもう一度口づけを交わしてから、ふと聡叡がどこか落ち着かない様子であることに気付き瞳を瞬かせる。

「聡叡様、どうかなさいましたか？」

「いえ……またこうしてあなたと交われることがなんだか信じがたくて。少し緊張しています」

　瞳を伏せて頬を染める姿はどこか幼い頃の聡叡を思い出させて、その可愛らしさに思わず笑ってしまう。するとますます照れた様子で頬を赤くし、彼がやや拗ねた顔でこちらを見る。

「玲華、今笑いましたね」

「ふふっ、ごめんなさい。聡叡様がお可愛らしくてつい……ふふふ」

「まったく……私がこんなに心を乱してしまうのはあなたの前でだけですよ。本当は黄先生のように、いつでも穏やかで余裕のある姿だけを見せていたいのですが」

「あら、あの方だって家では結構抜けていましたよ？　そういうときは可愛いと想っておりましたから、同じです」

「同じ……それならいいです」

　まだ少し拗ねながらも、満更でもない様子の聡叡はやはり愛らしい。けれど再び向けられた瞳はとても艶やかで、突然の変化につい鼓動が跳ねた。

「ですが黄先生と違い私はあなたより六歳も年下で、こればかりは変えようがありません。ですから、せめてあなたに幼稚だと思われないよう閨の上では私が先導しましょう」

「あ……っ！」

　するりと帯をほどかれ、衣を脱がされる。丁寧な動作で一糸まとわぬ姿にされた後、現れたふたつの白い膨らみに大きな手のひらが触れてその感触に小さく震えが走った。

「……怖いですか？」

　そこは少し前までならず者たちに蹂躙されていた場所だ。玲華の震えを恐怖と思ったのか心配そうに聡叡が視線を上げたが、微笑みを浮かべて緩やかに首を振る。

「いいえ、大丈夫です。……あの手は恐ろしかったですが、今触れているのは聡叡様だと分かっていますから、怖くはありません」

　先ほどの震えは恐怖ではなく、快感だ。これからまた聡叡に触れてもらえれば、あの男たちにされた自分勝手でおぞましい行為もきっと忘れることができる。その想いを示すように自ら聡叡の唇に口づければ、安堵した様子で愛撫が続けられる。

「あ……あ、ん……っ」

　肌を熱い手がなぞるたびに体温が上がり、声も甘さを帯びていく。少しずつ乱れていくお互いの吐息が、静かな室内に秘めやかに響いた。

「玲華……もう大分濡れていますね」

　太ももの内側を撫で足の付け根に下りた指が、蜜を零す秘所に触れる。愛液を塗り込むように秘裂をそっとなぞられ一際敏感な肉芽を摘ままれると、痺れるような快感が全身を貫いた。その刺激でさらに溢れた愛液を使い、ゆっくりと蜜壺に指が埋められていく。

「あっ、あぅ……は、ぁあん……」

「あなたの弱い場所は、たしかこの辺りでしたね。奥に近いこの――辺り」

「ひ、ああぁっ！」

　膣内の感じやすい部分を指で強く刺激され、一瞬目の前が白く明滅する。あからさますぎるこちらの反応に微笑み、他の部分の愛撫も続けながら指がくちゅくちゅと音を立てて抽挿される。快感に入口がほぐれ、やがて指の本数をもう一本増やされても痛みは全く感じなかった。それよりも切ない疼きが体だけでなく頭の中まで占め、早く奥まで満たしてほしいと呼吸が乱れる。

「はぁっ、ん……あぁっ。聡叡様、お願いです、もう……」

「玲華……」

　聡叡の手に自らの手を重ねて切なくねだれば、艶のある微笑みが返ってくる。けれどすぐに入ってきてくれるかと思えば、おもむろに腕を引かれて彼の膝の上へ向かい合わせに座らされた。これまでしたことのない体勢に顔を熱くすると、甘く笑った聡叡の手がそっと腰を撫でる。

「ん……っ」

「まだこの体勢で交わったことはありませんでしたね。これでしたらあなたともっと密着して触れ合える……少し腰を上げて」

　言われるがままおずおずと腰を上げると、聡叡が自身の陽物を玲華の蜜壺の入口へぴたりと当てた。それから玲華を見つめ、わずかに意地悪な顔で瞳を細める。

「玲華、このまま腰を下ろしてみてください。あなた自身で、私を受け入れてもらえますか」

「え……っ！　そ、そんな、恥ずかしいです……」

「お願いします。私があなたを求めているように、あなたにも私を求めてほしい。あなたの中にこの陽物を収めて深くひとつに繋がりたいと願っているように、あなたにもそう思ってほしい。……ですからどうか、お願いします」

　柔らかく耳朶に唇を擦りつけられ、吐息だけで囁かれた言葉にくらりと眩暈がする。恥ずかしいのに――こんなに求められて、嬉しいと思ってしまっている自分がいる。

「……分かり、ました」

　長く息を吐き出し、力を込めないよう注意しながらそろりと腰を下ろす。熱く滾たぎった太く固いものの先端が、潤んだ秘所を少しずつ進んでいく。ただ挿入していくだけでも狭い膣壁を力強く擦られる感覚に、喜悦の声が漏れた。やがて最奥の深い部分まで聡叡のそれでみっちりと満たされるのを感じ、満足感にため息が出る。

「玲華、まだこの程度で満足しないでくださいね。私に掴まって、……動きますよ」

　快感にぼんやりともやがかった頭で、それでも言われたとおりに聡叡の首裏へ腕を巻き付け掴まる。それを確認して律動が始まった。最初は馴染ませるように穏やかだった彼の腰の動きが、こちらの体から力が抜けていくのに合わせて段々と速く力強さを増していく。

「あ、っあん！　あ、あ、すご、いぃ……！」

「くっ……玲華、悦い……気持ちいいです、止められない……っ！」

　喘ぎも吐息も全て奪い尽くすがごとく口づけられ、激しく舌を絡めながら下から何度も突き上げられる。絶え間なく響く肌の打ち合う音と自らのくぐもった喘ぎが耳に届いて、玲華は羞恥と快感に今にも気を失ってしまいそうだった。それでも腰を掴んでくる両手の熱さが体をますます敏感にさせて、意識を手放す隙すら与えてくれない。
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「あっ、はぁっあ、あっ！　そうえ……さま……、待って、激、し……っあぁん！」

　ようやく離れた唇の間でどうにか言葉を紡ごうにも、律動で揺れて言葉が跳ねる。我ながら情けない声だったが、聡叡はその声にさらに興奮した様子で陽物の先端をぐぐ、と奥へ押し当て熱を放った。最奥へ力強い精の奔流がぶつけられるのを感じ、びくびくと体を震わせ玲華も果てる。だが達している最中にも埋め込まれたままの聡叡の熱はすぐさま勢いを取り戻し、敏感な状態の秘部を再び大きく突き上げた。太く硬いもので狭い膣壁を広げられ、いつの間にかすっかり形を覚え込んだそこは聡叡の陽物に絡みつきまた奥へ奥へと誘っていく。

「あぁっ！　だめです、今動いたらまた……ひぅっ、あっ……あぁんっ！」

「玲華、私の玲華……。愛しています、これからもこれまでも、あなただけを……」

「んっ……聡、叡様。私も……愛しております……っ」

「玲華……！」

「あっ、いけません。そんなに激しく突かれたら、またすぐに達して……っ、やぁ、だめ……あ、あー……っ！」

　びく、と大きく体を跳ねさせ再び達する。そのまま互いの熱が果てるまで、愛欲に満ちた夜は深く長く続いたのだった。
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（……今日もそろそろいらっしゃる頃かしら）

　色とりどりの花を花瓶に生けながら、玲華は部屋の入口を見た。予想通り廊下から軽やかな足取りが聞こえ、美しい刺繍の刺された空色の披帛をひらりと翻らせて明珠が踊るように部屋へ入ってくる。最近とみに女性らしく美しくなってきた義妹に玲華は傍らの聡叡と一緒に笑みを向ける。

「ごきげんようお姉様！　お兄様もお元気？」

「ふふ、ようこそ明珠様」

「お前も元気そうだね。……しかし、最近ますます私より玲華へ懐いてはいないか？」

「あらお兄様、妬いていらっしゃるの？」

「まあね。……妬いているのはお前に対してだけども」

　即位から三年ほど経ち、聡叡は近頃ますます名君と名高くなってきたのに、こうして時折拗ねるところはやはり愛らしい。思わず笑ってしまっていると、部屋の隅から小さな影が覚束ない足取りで近づいてきた。途端に明珠の視線がそちらへ向き、嬉しそうに笑みを浮かべながら蜜を煮詰めたがごとく甘い声を上げる。

「あらあ、そんなところにいたの！　ごきげんよう聡そう玲りん、明珠おば様が来ましたよ」

　明珠に抱き上げられたのは玲華たちの長男で、先日二歳の誕生日を迎えたばかりの聡玲だ。互いの良いところをそのまま引き継いだ愛らしい顔できゃっきゃと楽しそうに声を上げて笑い、その無邪気な可愛さに明珠の表情がますますとろける。この甥っ子が生まれてからというもの、明珠はすっかり骨抜きにされ一日と空けずこの子の元を訪れている。そろそろ嫁ぎ先を探す頃合いだというのに、明珠はそれどころではないらしい。

　聡叡の国政により万華国は国内外ともに大きな問題もなく順調で、このように世継ぎとなる皇太子も生まれた。聡玲を産んだことで名実ともに正妃として認められた玲華に対する聡叡の愛情はますます深くなっていて、幸福だけが満ちている。現在聡叡が迎えている妃は玲華だけで、これからも新たな妃を迎える気はないようだ。皇帝として多くの子を成すのも聡叡の仕事の内だが、玲華の胎には既に次の命が宿っている。艶のある黒髪を彩る鮮やかな牡丹の髪飾りも、かつてはあれほど重く感じたのに今ではすっかり身に馴染んでいた。

　楽しそうに遊ぶ息子と義妹を微笑ましく見つめていると、隣にいた聡叡が優しく肩を抱いた。愛おしげに見つめてくる彼に同じように微笑みを返し、玲華は窓の外へ瞳を向ける。

　窓の向こうに広がる花園は、春を迎え万華という国名に相応しく、ますます美しく数多の花を咲き誇らせている。青い空の下で輝く花々の香りはどこまでもかぐわしく立ち上り、この国の安寧あんねいと繁栄をいつまでも寿ことほいでいた。
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